
電
気
事
業
法
と
石
油
業
法

-

政
府
と
業
界
1

∴

特
集

･
経
済
軟
朱
と
産
業

廊∫

課

題

本
稿
の
課
題
は
'
新
旧
の
電
気
事
業
法
と
石
油
業
法
の
制
定
過
程
'
内
容
'
運
用
の
比
較
を
通
じ
て
'
日
本
に
お
け
る
政
府
と
業
界
と
の
関
係

(1
)

に
新
た
な
光
を
あ
て
る
こ
と
に
あ
る
O
具
体
的
な
検
討
対
象
と
し
て
と
り
あ
げ
る
の
は
'

1
九
三

1
年
制
定
の
旧
電
気
事
業
法
改
正
法
'

一
九
六

四
年
制
定
の
新
電
気
事
業
法
'

一
九
三
四
年
制
定
の
旧
石
油
業
法
'

一
九
六
二
年
制
定
の
新
石
油
業
法
t
の
四
着
で
あ
る
｡

電
気
事
業
法
と
石
油
業
法
を
比
較
す
る
根
拠
は
'
以
下
の
三
つ
の
共
通
性
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
｡

第

一
は
'
両
者
と
も
､
公
益
性
の
高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
に
か
か
わ
る
法
律
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
｡
電
気
も
石
油
も
'
国
民
生
活
や
産
業
活
動

に
必
要
不
可
欠
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
'
そ
れ
ら
の
供
給
は
'
高
い
公
益
性
を
も
つ
｡
こ
の
た
め
'
本
稿
が
と
り
あ
げ
る
電
気
事
業
法
と
石
油
業

法
は
､
い
ず
れ
も
'
公
益
規
制
に
関
す
る
条
項
を
含
ん
で
い
る
｡

第
二
は
'
両
者
と
も
'
個
別
事
業
法
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
｡
個
別
事
業
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
'
法
律
の
適
用
範
囲
が
特
定
産
業
に
限
定
さ

れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
｡

第
三
は
'
両
者
が
t
.は
ば
同
時
に
制
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
｡
旧
電
気
事
業
法
改
正
法
と
旧
石
油
業
法
は
'
日
本
経
済
が
戦
時
体
制
に
編
成
替
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え
さ
れ
る
前
夜
の
1五

三

〇
年
代
前
半
に
'
あ
い
つ
い
で
公
布
'
施
行
さ
れ
た
.
ま
た
'
新
石
油
業
法
と
新
電
気
事
業
法
も
'
戦
後
日
本
の
高
度

経
済
成
長
が
折
り
返
し
点
に
さ
し
か
か
っ
た

1
九
六
〇
年
代
前
半
に
'
薩
を
接
し
て
制
定
さ
れ
た
｡

こ
の
よ
う
に
'
電
気
事
業
法
と
石
油
業
法
は
'
相
互
比
較
を
行
な
う
の
に
格
好
の
対
象
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
O
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
従
来

(2
)

の
研
究
史
に
お
い
て
は
'
両
者
の
比
較
は
'
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
.
そ
し
て
'
電
気
事
業
法
と
石
油
業
法
に
関
連
す
る
政
府
の
役
割

に
つ
い
て
'

一
見
'
あ
い
矛
盾
す
る
見
解
が
併
存
し
た
ま
ま
'
放
置
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
｡

例
え
ば
'

一
九
三

一
年
の
旧
電
気
事
業
法
の
改
正
に
つ
い
て
は
'
戦
時
国
家
統
制

(電
力
業
の
場
合
に
は
t

l
九
三
九
年
に
始
ま
る
電
力
国
家

(3
)

管
理
)
と
の
断
絶
を
強
調
す
る
見
解
が

有
力
で
あ
る
｡
こ
れ
に
対
し
て
'

一
九
三
四
年
の
旧
石
油
業
法
の
制
定
に
つ
い
て
は
'
戦
時
国
家
統
制
と

(4)

の
連
続
を
主
張
す
る
議
論
が
大
勢
を
占
め
る
｡

(5
)

ま
た
'

l
九
六
二
年
制
定
の
新
石
油
業
法
に
関
し
て
は
'
通
常
'
政
府
介
入
の
維
持
'
強
化
が
指
摘
さ
れ
る
.

こ
れ
に
対
し
て
'

1
九
六
四
年

(6
)

制
定
の
新
電
気
事
業
法
に
関
し
て
ほ
'
政
府
介
入
の
限
定
と
評
価
さ
れ
る
場
合
が
多
い
.

国
際
的
な
注
目
を
集
め
て
い
る
日
本
経
済
の
急
速
な
発
展
を
論
じ
る
際
に
'
政
府
と
業
界
と
の
関
係
は
'
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
と
り
あ
げ

ら
れ
る
'
重
要
な
論
点
で
あ
る
｡
こ
の
論
点
を
め
ぐ
っ
て
は
'
政
府
の
主
導
性
を
決
定
的
に
重
視
す
る
見
方
と
､
そ
れ
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
否
定
す

る
見
方
と
が
'
対
立
し
て
い
る
｡
し
か
し
'
電
気
事
業
法
と
石
油
業
法
の
ケ
ー
ス
に
あ
ら
わ
れ
た
政
府
の
役
割
の
違
い
を
み
る
だ
け
で
も
'
こ
れ

ら
二
つ
の
見
方
が
い
ず
れ
も

一
面
的
で
あ
る
こ
と
は
'
明
ら
か
で
あ
ろ
う
｡

本
稿
で
は
'
以
上
の
よ
う
な
研
究
史

へ
の
反
省
を
ふ
ま
え
て
'
電
気
事
業
法
と
石
油
業
法
の
相
互
比
較
を
行
な
い
'
そ
れ
を
手
が
か
り
に
'
日

本
に
お
け
る
政
府
と
業
界
と
の
関
係
に
つ
い
て
'
首
尾

一
貫
し
た
理
解
の
獲
得
を
め
ざ
す
｡
記
述
の
順
序
と
し
て
は
'
前
段

へ第

1
節
お
よ
び
第

二
節
)
で
'
電
気
事
業
法
と
石
油
業
法
の
制
定
過
鍵
'
内
容
'
運
用
を
そ
れ
ぞ
れ
概
観
し
た
の
ち
'
後
段

(第
三
節
お
よ
び
総
括
)
で
'
両
者
の

相
互
比
較
を
つ
う
じ
て
'
政
府

･
業
界
関
係

へ
の
イ
ソ
プ
リ
ケ
イ
シ
ョ
ソ
を
さ
ぐ

っ
て
ゆ
く
｡
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一

電
気
事
業
法

1

一
九
三

一
年
の
旧
電
気
事
業
法
改
正
法

B
制
定
過
程

■■一■■▲｢
電
力(九

三

一.年
の
旧
電
気
事
業
法
の
改
正
の
実
機
と
な
っ
た
の
は
'

一
九
二
三
年
以
来
展
開
さ
れ
た
電
力
会
社
間
の
破
滅
的
競
争
'
い
わ
ゆ
る

7
)

戦
｣
で
あ
っ
た
｡
1
電
力
戦
｣
の
開
始
と
前
後
し
て
'
電
力
業
経
営
者
た
ち
は
あ
い
つ
い
で
業
界
統
制
構
想
を
埠
唱
す
る
よ
う
に
な

っ
た

(8
)

が
t
.そ
の
多
く
は
､
単
な
る
競
争
防
止
策
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
O
な
か
で
も
東
邦
電
力
の
松
永
安
左
ヱ
門
が

1
九
二
八
年
五
月
に
発

表
し
た

『
電
力
統
制
私
見
』
は
'
｢全
国
を
九
地
域
に
分
け
て

1
区
域

一
会
社
主
義
を
と
り
'
群
小
会
社
は
合
同
さ
せ
'
で
き
な
い
場
合
は
プ
ー

ル
L
t
供
給
区
域
の
独
占
を
認
め
'
鉄
道
省
が
多
く
持
っ
て
い
た
よ
う
な
官

･
公
営
の
火
力
設
備
も
民
営
に
移
し
て
全
国
的
に
電
力
の
負
荷
率

･

散
荷
率
を
向
上
さ
せ
'
料
金
は
認
可
制
と
L
t
監
督
諮
問
検
閲
と
し
て

〟
公
益
事
業
委
員
会
″

を
設
置
す
る
こ
と
な
ど
｣
を
主
要
な
内
容
と
し
た

(9
)

も
の
で
あ
り
'
｢戦
後
'
現
状
に
再
編
成
し
た
の
と
ほ
と
ん
ど
等
し
い
案
｣
で
あ
っ
た
｡
資
料
Ⅰ
と
し
て
そ
の
要
旨
を
掲
げ
た
松
永
の

『電
力
統

制
私
見
』
は
､
戦
後
の
電
気
事
業
再
編
成
を
ち
ょ
う
ど
二
十
三
年
前
に
見
通
し
た
歴
史
的
な
文
書
だ
っ
た
の
で
あ
る
O

一̀
連
の

｢電
力
戦
｣
の
な
か
で
も
最
も
激
烈
だ
っ
た
'
東
京
を
舞
台
と
す
る
東
京
電
燈
と
東
京
電
力

(東
邦
電
力
の
子
会
社
)
の
競
争
が
本
格

化
し
た

一
九
二
六
年
に
は
'
各
政
党
が
い
っ
せ
い
に
電
力
統
制
構
想
を
発
表
す
る
に
い
た
っ
た
｡
こ
う
し
た
状
況
を
う
け
て
'
当
時
電
力
業
の
主

管
官
庁
だ
っ
た
逓
信
省
は
'

1
九
二
七
年
三
月
に
臨
時
電
気
事
業
調
査
部
'
二
九
年

一
月
に
第

1
次
臨
時
電
気
事
業
調
査
会
'
二
九
年
十

1
月
に

琴

1次
臨
時
電
気
事
業
調
査
会
を
設
置
し
て
'

一
九

二

年
に
制
定
さ
れ
た
電
気
事
業
法

(
旧
電
気
事
業
法
)
の
全
面
的
改
正
の
準
備
を
進
め
た
｡

(10
)

こ
れ
ら
の
諸
機
関
で
の
審
議
経
過
に
つ
い
て
は
'
次
の
三
つ
の
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

第

1
は
､
審
議
過
程
で
電
力
業
界
の
意
向
が
強
-
反
映
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
｡
例
え
ば
'
旧
電
気
事
業
法
改
正
法
の
骨
格
を
作
成
し
た
臨
時
電

5Er:
刑

気
事
業
調
査
部
の
部
長
は
逓
信
省
電
気
足
長
で
あ
っ
た
ぶ
'
他
の
九
名
の
.委
員
の
う
ち
七
名
は
電
力
業
経
営
者
で
あ
っ
た
｡

第
二
偲
'
電
力
業
界
の
反
対
を
う
け
'
逓
信
省
が
当
初
考
え
て
い
た
国
営
案
や
官
民
合
同
経
営
案
が
棚
上
げ
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
｡
臨
時
電
気
･

事
業
調
査
部
は
企
業
形
態
に
つ
い
て
各
論
併
記
の
決
議
を
行
な
い
i
第

1
次
臨
時
電
気
事
業
調
査
会
は
諮
問
さ
れ
た
久
原
逓
相
の
官
民
合
同
会
社
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資料 1 松永安左ヱ門の 『電力統制私見』(1928年5月発表)の要旨

第 1.統 制 案

(1) 公益事業として電気供給事業は,原則として供給区域内独占たるべきこと,すなわち一区域一

会社主義たるべきこと｡

(2) 発電会社は小売会社に集業せしめ,需給の間に喰い違いを起し,会社の利害異なるため,競争

を惹起する弊源を断つべきこと (立体的統制による自給自足)｡

(3) 一地域の統制成れば,過不足の調整,火力予備の共通のため,他地域と連絡をとること (水平

的統制)｡

(4) 地域を北海道 ･東北 ･関東 ･北陸 ･東海 ･関西 ･中国 ･四国 ･九州に分かつo地域内小売会社

は合併せしむること｡ただし合併困難なる小売業者間は,生産プールを設くること｡

(5) 官営 ･市営による電気の需要はその地域内小売会社より購入して全電力の負荷率 ･散荷率を向

上せしめ,能率の発揮により,国費を省約すること.

弟2.監 督 案

(1) すでに独占を原則とする以上,現在の技術的監督の姪か,会社の内容に立ち入 り,その財政営

業を厳しく監督すべきこと｡

(2) 料金は認可制度とすべきこと.

(3) 工事行政の統一を図るべきこと.

1) 一定の小売区域を有せざる事業者に発電着手を許さざること.ただし自家用発電はその亀額

および容量により親定をもって許可すること (自家発電法泉の制定)｡

2) 既設小売会社の区域内において,その発電配電を許可せられたるものにして,公益上,殊に

需給上必要なしと認めらるるものに対しては,その許可命令期間を延長し,その工事の着手を

延期または中止すべきこと,併せて既供給区域許可に関し整理を為すべきこと｡

3) 送電線の共通連絡- 火力予備の共通プール設定,その利用ならびに送 ･配電線の共通使用

に関する裁定の制定｡

4) 公益委員会を常設し.監督諮問散開たらしむること.

出典 :拙稿 ｢電力統制と五大電力経営者｣(『経営史学』第19巻第3号, 1984年)9貢｡

案
に
対
す
る
結
論
を
保
留
し
た
.
最
終
的
に
は
第
二
次
臨
時
電
気

事
業
調
査
会
の
冒
頭
で
小
泉
新
逓
相
が
久
原
前
逓
相
の
諮
問
自
体

を
撤
回
L
t
以
後
逓
信
省
は
'
電
力
業
界
の
大
方
の
意
向
ど
お
り
'

民
有
民
営
を
前
提
に
電
力
統
制
に
と
り
く
む
こ
と
に
な
っ
た
｡

第
三
は
'
電
力
業
界
の
支
持
を
う
け
'
供
給
区
域
独
占
と
公
益

規
制
強
化
と
が
セ
ッ
ト
で
確
認
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
｡
供
給
区
域

独
占
に
つ
い
て
は
'
第
二
次
臨
時
電
気
事
業
調
査
会
で
'
特
定
の

需
要
先
に
必
要
や
む
を
え
な
い
場
合
に
の
み
他
事
業
者
の
電
力
供

給
を
許
可
す
る
特
定
供
給
制
度
を
認
め
つ
つ
も
'
｢供
給
区
域

ハ

(12
)

原
則
ト
シ
テ

一
地
域

一
事
業
者
タ
ラ
シ
メ
｣
る
こ
と
が
採
択
さ
れ

た
O
公
益
親
御
の
強
化
に
つ
い
て
は
'
発
送
電
予
定
計
画
の
策
定
'

料
金
認
可
制
の
採
用
'
電
気
委
貞
会
の
設
置
な
ど
の
措
置
が
と
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
｡

1
九
二
八
年
に
松
永
が

｢電
気
事
業
は
'
巨
額
の
資
本
を
固
定

せ
し
め
'

一
定
計
画
の
も
と
に
'
国
民
の
生
活
'
産
業
に
資
す
べ

き
公
益
事
業
で
あ
る
か
ら
'
供
給
地
域
内
独
占
と
す
る
の
が
当
然

で
あ
っ
て
'
こ
れ
に
対
す
る
料
金
は
'
ま
た
当
然
認
可
制
に
よ
ら

(13
)

な
-
て
は
な
ら
ぬ
｣
と
述
べ
た
よ
う
に
'
供
給
区
域
独
占
と
料
金

認
可
制
等
の
公
益
規
制
強
化
と
を
セ
ッ

ト
で
確
認
す
る
こ
と
は
'

電
力
業
界
の
意
向
に
沿
う
も
の
で
あ

っ
た
｡
多
-
の
電
力
業
経
営

者
が
料
金
認
可
制
を
支
持
し
た
中
心
的
な
理
由
は
'
原
価
の
な
か

に

｢適
正
利
得
｣

を
含
め
る
認
可
基
準
に
よ
っ
て
'
高
率
で
は
な
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-
て
も
安
定
的
な
利
潤
を
獲
得
し
う
る
こ
と
に
あ
っ
た
｡

激
烈
な

｢電
力
戦
｣
に
よ
り
深
刻
な
打
撃
を
蒙
り
つ
つ
あ

っ
た

一
九
二
〇
年
代
末
の
電
力
業
界
は
'
安
定
的
な
利
潤
確
保
を
求
め
て
'
供
給
区

域
独
占
と
公
益
親
潮
強
化
と
を
セ
ッ
-
で
確
認
す
る
道
を
選
ん
だ
｡
こ
の
時
期
の
電
力
業
経
営
者
は
'
も
は
や

｢私
的
独
占
の
強
化
の
み
を
志
向

(14
)

し
た
｣
わ
け
で
は
な
く
'
｢豊
富

で
低
廉
な
電
気
供
給
｣
と
い
.う
社
会
的
要
請
に
も
対
応
す
る
形
で
行
動
し
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

切
内
容
と
運
用

(15
)

旧
電
気
事
業
法
改

正
法
は
'

1
九
三

1
年
四
月
に
公
布
さ
れ
'
翌
三
二
年
十
二
月
に
施
行
さ
れ
た
｡
全
文
三
八
条
か
ら
な
る
同
法
の
最
も
主
要

な
条
項
は
､

①

｢電
気
事
業
老
電
気
料
金
其
ノ
他
供
給
条
件
ヲ
設
定
シ
又

ハ
変
更
セ
シ
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
命
令
ノ
定
ム
ル
所
二
依
り
主
務
大
臣
ノ
認
可
ヲ
受
ク
べ

シ
｣
(第

一
七
粂
第

一
項
)
'

②

｢主
務
大
臣

ハ
公
益
上
必
要
ア
リ
ト
認
ム
か
.場
合

二
於
テ
ハ
電
気
設
備
ノ
効
用
ヲ
増
進
シ
又

ハ
電
気
ノ
需
給
ヲ
調
節
ス
ル
為
電
気
事
業
者

三
河

シ
電
気
工
作
物
ノ
施
設
'
変
更
若

ハ
共
用
'
電
気
ノ
流
用
又
ハ
エ
幸

二
蘭

ス
ル
期
間
ノ
伸
縮
ヲ
命
ズ
ル
コ
ト
ヲ
得
｣
(第
二
四
条
第

一
項
)'

③

｢(前
略
)
電
気
事
業

三
関
ス
ル
重
要
事
項

二
付
主
務
大
臣
ノ
諮
問

二
応
ズ
ル
為
電
気
委
員
会
ヲ
置
ク

(後
略
)
｣
(第
三
二
条
)

な
ど
で
あ
っ
た
｡
供
給
区
域
独
占
に
つ
い
て
は
'
旧
電
気
事
業
法
改
正
法
の
な
か
で
明
文
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
'
同
法
の
実
際
の
運
用

に
関
し
て
'
基
本
的
に
貫
徹
さ
れ
て
い
っ
た
o

旧
電
気
事
業
法
改
正
法
の
運
用
に
関
し
て
中
心
的
役
割
を
は
た
し
た
の
は
'
同
法
三
二
条
に
も
と
づ
き

1
九
三
二
年
十
二
月
に
設
置
さ
れ
た
電

(
16
)

気
委
員
会
で
あ
っ
た
｡
表
I
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
'
電
気
委
員
会
は
'
五
大
電
力
各
社

(東
京
電
燈

･
東
邦
電
力

･
宇
治
川
電
気

･
大
同
電
力

･

(17
)

日
本
電
力
)
が

一
九
三
二
年
四
月
に
結
成
し
た
カ
ル
テ
ル
組
織
で
あ
る
電
力
連
盟
と
'
あ
い
連
携
し
て
活
動
し
た
｡
電
気
委
員
会
と
電
力
連
盟
が

(18
)

連
動
し
て
発
揮
し
た
機
能
と
し
て
は
'
次
の
四
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

第

1
は
'
供
給
区
域
独
占
を
基
本
的
に
実
現
し
た
こ
と
で
あ
る
.

一
九
三
三
年

1
月
十
九
打
の
第
二
回
電
気
委
員
会
は
'
き
わ
め
て
厳
格
な
特

定
供
給
許
可
基
準
を
決
定
し
た

(実
際
の
運
用
面
で
も
'
逓
信
省
が
特
定
供
給
を
許
可
し
た
事
例
は
少
な
か
っ
た
)
｡

一
方
'
電
力
連
盟
は
'
す

で
に
重
複
供
給
権
が
認
可
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
∵
雷
気
事
業
者
間
の
相
互
協
定
に
よ
る
競
争
防
止
を
追
求
し
'
成
果
を
あ
げ
た
O
既
存
の

重
複
供
給
権
は
電
力
連
盟
が
凍
結
L
t
新
規
の
重
複
供
給
は
■電
気
委
員
会
が
制
限
す
る
と
い
ヶ
形
で
'
両
組
織
は
相
互
補
完
的
に
供
給
区
域
独
占
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表 1 .電力連盟と電気要点会の活動

･二三- 電 気 委 員 会 ･ 去i 電 力 ~連 盟

1932年12月15日 第1回
く電気委員会議事規貝

33.I.19 第2回
く特定供給許可基準〉

33.7.10 第 3回
7.19 第 4回

〈電気料金認可基準〉

33.8.3 第 5回

(

t

料金認可制1933年7月 電気委員会に意見書韓出り〉 IJI

､′｣｣..I

IlllI一l ′､ 疋

32.7. 東京電燈 .日本電力,紛争裁定を要請
9. 〃 間紛争に顧問裁定

33.4.5宇治川電気 .大同電力,'紛争裁定を要請

大同電力 ･宇治川電気
間の紛争裁定

34.1.22 第 6回

34-38年発送電予定計
画 (関東 ･中部 ･近畿)

34.2.19 第 7回
(電気事業県営化問題〉

35.1.21 第8回

～39年発送電予定計
(関東･中部･近畿 ･
国 ･四EI･九州)

35.9.18 第9回
く東北振興電力(株)設立〉

…喜:王…:壬… 喜王温 )

(
36-40年発送電予定計
画 (全国10地域)

37.7.19 第12回

38-42年発送電予定計
画 (全国10地域)

34.7.23東京電燈 ･大同電力間紛争,顧問裁定へ
7.31 〝 .間紛争で顧問会議
11.21 〃 間紛争に顧問裁定

発送電建設計画

32.9. 矢作水力の泰阜水力発電所の着工が問題
化

33.1.8矢作水力は大同電力の傍系でないと認定

1
.2

.18.傍系会社の定義を検討

.8定義未定のま'ま傍系会社を決定

33.8.14｢1社 1発電所主義｣.による水力開発再
開を決定

9.7 7発電所の建設承認

34.6.6 34-38年発送電建設計画決定

35.2.7 35-39年発電所建設計画決定

ll.7大同電力 ･東邦電力の変電所 ･送電線の
建設承認

12.ll 36-40年発電所建設計画決定

37.4.7 37-41年発電所建設計画決定

出典 :拙稿 ｢電力連盟｣(橋本寿朗 ･武田晴人絹 『両大戦間期日本のカルテル』,御茶の水書房,

1985年)346京｡

症 :｢電気委員会｣の ( )内は,審議事項｡
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を
基
本
的
に
実
現
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

第
二
は
'
電
気
料
金
を
安
定
化
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
.

1
九
三
三
年
七
月
十
日
と
十
九
日
の
第
三
回
お
よ
び
第
四
回
電
気
委
員
会
は
'
電
気
料

金
認
可
基
準
を
審
議
'
決
定
し
た
が
'
こ
の
認
可
基
準
は
'
原
価
主
義
を
採
用
し
'
減
価
償
却
費

･
営
業
費

･
電
気
事
業
者
の
利
得
の
三
者
の
合

計
を
総
括
原
価
額
と
規
定
し
た
｡
そ
し
て
'
電
気
事
業
者
の
利
得
に
つ
い
て
は
'
事
業
財
産
の
評
価
額
に
公
債
な
い
し
地
方
債
の
利
回
り
プ
ラ
ス

二
分

(利
潤
率
)
を
乗
じ
た
も
の
と
い
う
基
準
を
定
め
た
｡
電
気
委
員
会
が
決
定
し
た
電
気
料
金
認
可
基
準
は
'
高
率
で
は
な
く
て
も
安
定
的
な

利
矧
の
獲
得
を
求
め
る
電
力
業
界
の
意
向
に
沿
う
も
の
で
あ
っ
た
o

電
気
料
金
認
可
基
準
に
開
し
て
い
ま
ひ
と
つ
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
'
こ
の
基
準
に
も
と
づ
-
料
金
更
改
が

1
九
三
七
年
末
ま
で
猶
予
さ

(19
)

れ
iZ点
で
あ
る
｡
｢電
気
料
金

ハ
ド
ゥ
ヤ
ラ
其
ノ
底
二
屈
t
lア
居
ル
｣
と
の
臭
情
認
識
を
も
っ
て
い
た
逓
信
省
は
'

1
九
三
二
年
十
二
月
の
旧
電

気
事
業
法
改
正
法
の
施
行
時
に
､
｢今
日
迄
ノ
料
金
ヲ
1
応
五
年
間
認
メ
テ
行
カ
(a
)J
と
の
方
針
を
と
っ
た
C
も
ち
ろ
ん
二

九
≡

土

石

年

に
も
逓
信
省
は
'
電
気
事
業
者
の
料
金
引
き
下
げ
申
請
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
認
可
し
た
が
'
電
力
連
盟
の
成
立
に
よ
り

｢電
力
戦
｣
が
終
息
に
向

か
っ
た
こ
の
時
期
に
は
､
値
下
げ
申
請
が
提
出
さ
れ
た
事
例
は
少
な
か
.っ
た
｡
こ
う
し
て
'
｢電
力
戦
｣
下
で
低
落
傾
向
を
示
し
て
い
た
電
気
料

金
は
'

一
九
三
三
年
以
降
安
定
化
す
る
.に
い
た
っ
た
｡

第
三
は
'
電
源
開
発
に
関
し
て
長
期
計
画
に
も
と
づ
-
調
整
を
行
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
｡
電
気
委
員
会
は
'

1
九
三
四
年

1
月
二
十
二
日
に
第

六
回
'
三
五
年

1
月
二
十

一
日
に
第
八
回
'
三
五
年
十
二
月
十
八
日
に
第

1
0
回
'
三
六
年
十
1
月
十
九
日
に
第

二

回
'
三
七
年
七
月
十
九
日

(21)

に
第

一
二
回
の
会
議
を
行
な
い
'
そ
れ
ぞ
れ
む
こ
う
五
力
年
間
の
発
送
電
予
定
計
画
を
策
定
し
た
.

1
万
'
電
力
連
盟
も
'
電
気
委
員
会
と
並
行

し
て
'
周
度
に
わ
た
っ
て
む
こ
う
五
力
年
間
の
発
電
所
建
設
計
画
を
作
成
し
た
｡
両
組
織
の
発
電
所
建
設
予
定
計
画
は
'
密
接
な
関
連
を
も
っ
て

い
た
｡
例
え
ば
'

1
九
三
四
-
三
八
年
の
計
画
に
つ
い
て
み
れ
ば
'
電
気
委
員
会
の
計
画
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
六
発
電
所
の
う
ち
五
発
電
所
は
'

(22
)

電
力
連
盟
の
計
画
に
も
も
り
トし
ま
れ
た
｡

第
四
は
'
電
気
事
業
者
間
の
紛
争
を
裁
定
し
た
こ
と
で
あ
る
｡

一
九
三
三
年
八
月
三
日
の
第
五
回
電
気
委
員
会
は
'
宇
治
川
電
気

･
大
同
電
力

問
の
紛
争
を
裁
定
し
た
｡

一
方
'
電
力
連
盟
の
顧
問
も
'

1
九
三
二
年
九
且
に
東
京
電
燈

･
日
本
電
力
間
の
紛
争
を
'
三
四
年
十

1.月
に
東
京
電

燈

･
大
同
電
力
間
の
紛
争
を
'
そ
れ
ぞ
れ
裁
定
し
た
｡
両
組
織
の
紛
争
裁
定
梯
能
は
'
｢電
力
戦
｣
を
終
息
に
向
か
わ
せ
る
う
え
で
重
要
な
意
味

(23
)

を
も
っ
た
｡
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以
上
か
ち
明
ら
か
な
よ
う
に
'

1
九
三

1
年
に
制
定
さ
れ
た
旧
電
気
事
業
法
改
正
法
は
'
大
筋
に
お
い
て
電
力
業
界
の
意
向
に
沿

っ
た
も
の
で

あ
り
'
電
力
連
盟
と
い
う
業
界
の

｢自
治
調
整
検
閲
と
'
政
府
の
間
接
的
な
統
制
に
よ
っ
て
供
給
面
の
調
節
と
価
格
の
安
定
が
は
か
ら
れ
る
こ
と

3盟
凸

と
な
っ
た
｣o
こ
の
事
例
に
お
い
て
ほ
'
政
府
の
役
割
は
'
あ
-
ま
で
'
電
力
業
界
の
自
主
的
統
制
を
補
完
す
る
､
間
接
的
な
も
の
に
と
ど
ま

っ

206

た
｡

一
九
三

一
年
の
旧
電
気
事
業
法
の
改
正
は
､

絶
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
｡

2

T
九
六
四
年
の
新
電
気
事
業
法

戦
時
統
制
の
一
環
と
し
て

一
九
三
九
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
電
力
国
家
管
理
と
は
'
内
容
的
に
断

∽
制
定
過
程

3
醐
E

新
電
気
事
業
法
の
制
定
過
程

の
最
大
の
特
徴
は
'
制
定
作
業
が
難
航
L
t
き
わ
め
て
長
い
期
間
を
必
要
と
し
た
こ
と
で
あ
る
｡
こ
こ
で
は
'
ま

ず
'
そ
の
間
の
経
緯
を
ふ
り
か
え
っ
て
お
こ
う
｡

一
九
三
九
年
に
始
ま
っ
た
電
力
国
家
管
理
は
'
公
益
事
業
令

(
一
九
五
〇
年
十

一
月
公
布
'
同
年
十
二
月
施
行
)
と
電
気
事
業
再
編
威
令

(
一

九
五
〇
年
十

1
月
公
布
,
同
年
十
二
月
施
行
)
に
も
と
づ
-
電
気
事
業
再
艶

に
よ
っ
て
,

1
九
五

1
年
四
月
い
っ
ぱ
い
で
終
蔦
を
と
げ
た
O
電

気
事
業
再
編
成
の
主
要
な
内
容
は
'

①
電
力
国
家
管
理
の
担
い
手
で
あ
っ
た
日
本
発
送
電
㈱
と
九
配
電
会
社
を
解
散
し
'
代
わ
り
に
'
民
営
'
地
域
別
'
発
送
配
電

1
貫
経
営
の
九

電
力
会
社

(北
海
道
電
力

･
東
北
電
力

･
東
京
電
力

･
中
部
電
力

･
北
陸
電
力

･
関
西
電
力

･
中
国
電
力

･
四
国
電
力

･
九
州
電
力
)
を
設
立
す

る
'

②

一
九
四
九
年
五
月
以
降
電
力
行
政
の
主
管
部
局
で
あ

っ
た
資
源
庁

(通
商
産
業
省
の
外
局
)
電
力
局
を
廃
止
L
t
新
た
な
電
力
業
に
関
す
る
監

(27
)

督
検
閲
と
し
て
公
益
事
業
委
員
会

(総
理
府
の
外
局
)
を
設
置
す
る
t

と
い
う
二
点
に
あ
っ
た
｡

公
益
事
業
令
と
電
気
事
業
再
編
成
令
が
い
ず
れ
も
ポ
ツ
ダ
ム
政
令
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
'
電
気
事
業
再
編
成
は
t
G
H
Q
の
権

力
を
バ

ッ
ク
に
強
行
さ
れ
た
と
い
う
側
面
を
も
っ
て
い
た
｡
こ
の
た
め
'
電
力
国
家
管
理
の
継
承
を
主
張
す
る
勢
力
は
も
ち
ろ
ん
､
電
力
行
政
の

(28
)

(g;)

主
管
官
庁
の
地
位
を
失
っ
た
通
産
省
も
'
電
気
事
業
再
編
成
の
結
果
に
強
い
不
満
を
も
っ
た
｡
そ
し
て
'
占
領
が
終
結
し
た

1
九
五
二
年
に
は
'



電
力
国
家
管
理
継
承
派
や
通
産
省
に
よ
る

1
種
の
巻
き
返
し
が
み
ら
れ
た
o
①

1
九
五
二
年
八
月
の
公
益
事
業
委
員
会
の
廃
止
と
通
産
省
公
益
事

業
局
の
発
足
'
お
よ
び
③
同
年
九
月
の
電
源
開
発
株
式
会
社

(全
国
で
大
規
模
な
発
送
電
設
備
の
建
設
'
運
営
に
携
わ
る
特
殊
法
人
)
の
設
立
が
'

そ
れ
で
あ
る
｡
こ
の
う
ち
①
は
'
資
源
庁
電
力
局
の
廃
止
に
よ
り

一
九
五

〇
年
十
二
月
に
電
力
行
政
の
主
管
官
庁
の
地
位
を
失
っ
た
通
産
省
が
'

わ
ず
か
二
十
カ
月
後
に
再
び
そ
の
地
位
を
回
復
し
た
こ
と
を
'
意
味
す
る
も
の
で
あ

っ
た
｡
ま
た
'
⑨
は
'
民
営
'
地
域
別
分
割
'
発
送
配
電

一

貫
経
営
と
い
ヶ
電
気
事
業
再
編
成
の
原
理
か
ら
'
明
ら
か
に
逸
脱
し
て
い
た
｡

ポ
ツ
ダ
ム
政
令
で
あ
っ
た
公
益
事
業
令
と
電
気
事
業
再
編
成
令
は
'
占
領
終
結
か
ら
六
カ
月
後
の
1
九
五
二
年
十
月
に
失
効
と
な
っ
た
｡
同
年

十
二
月
に
は
'
公
益
事
業
令
と
は
ぼ
同

一
内
容
の

｢
電
気
及
び
ガ
ス
に
関
す
る
臨
時
措
置
に
関
す
る
法
律
｣
が
公
布
'
施
行
さ
れ
た
が
'
こ
れ
は
'

5?鎚
E:

ぁ
く
ま
で
も
'
｢単
に
空
自
期
間
を
篭

る
た
め
の
臨
時
措
置
法

｣
等

ぎ
な
か
っ
た
.
そ
｡
で
'
通
産
省
公
益
事
業
局
は
二

九
五
二
年
か
ら

五
四
年
に
か
け
て
新
し
い
電
気
事
業
法
の
制
定
準
備
を
進
め
'
五
二
年
十
二
月
に
は

｢電
気
及
び
ガ
ス
関
係
法
令
改
正
審
議
会
｣
が
設
置
さ
れ
た

(同
審
議
会
は
'
五
三
年
八
月
に
答
申
を
作
成
し
た
)
｡
し
か
し
､
結
局
'

1
九
五
三
-
五
四
年
に
は
'
新
電
気
事
業
法
は
制
定
さ
れ
な
か
っ
た
.

そ
の
後
'
通
産
省
公
益
事
業
局
は
､

一
九
五
六
年
か
ら
五
七
年
に
か
け
て
'
再
度
'
新
電
気
事
業
法
の
制
定

へ
向
け
て
努
力
を
重
ね
た
が
'
こ
の

時
も
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
｡

新
電
気
事
業
法
の
制
定
が
よ
う
や
く
実
現
し
た
の
は
'

1
九
六
〇
年
代
も
中
葉
に
い
た
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
｡

1
九
六
二
年
三
月
に
設

置
さ
れ
た
電
気
事
業
審
議
会
の
答
申

(
六
三
年
十
月
に
提
出
さ
れ
た
)
を
ふ
ま
え
て
作
成
さ
れ
た
新
電
気
事
業
法
案
は
､
六
四
年
六
月
に
国
会
を

通
過
し
た
｡
こ
う
し
て
'
足
か
け
十
三
年
の
歳
月
を
経
て
'
新
電
気
事
業
法
が
成
立
し
た
｡

以
上
の
経
緯
か
ら
'
こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
べ
き
問
題
が
二
つ
う
か
び
あ
が
る
.

1
つ
は
'
新
電
気
事
業
法
の
制
定
が
難
航
し
た
の
は
な
ぜ
か
と

い
う
問
題
で
あ
り
'
い
ま

1
つ
は
'
そ
れ
が

1
九
六
〇
年
代
中
葉
に
実
現
し
た
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
｡

前
者
の
問
題
に
対
す
る
解
答
は
'
電
力
業
の
企
業
体
制
に
関
し
て
'
政
府
と
電
力
業
界
の
意
見
が

1
致
し
な
か
っ
た
こ
と
に
求
め
る
こ
と
が
で

き
よ
5
'
新
電
気
事
業
法
の
.制
定
過
程
を
つ
う
じ
て
電
力
業
界
側
は
,

一
貫
し
て
･
現
行
九
電
力
体
制
の
堅
持
を
主
張
し
た
O
こ
れ
に
対
し
て
･

通
産
省
公
益
事
業
局
な
ど
政
府
側
は
'
供
給
区
域
独
占
の
制
限
等
を
力
説
し
て
'
異
論
を
唱
え
た
｡

例
え
ば
'

｢電
気
及
び
ガ
ス
関
係
法
令
改
正

審
議
会
｣
の
電
気
事
業
部
会
に
お
い
て
'

｢電
気
事
業
者
側
が
最
も
強
-
要
求
し
た
の
が
区
域
独
占
で
あ
り
'

政
府
側
が
強
-
反
対
し
た
の
も
こ

(33
)

の
点
で
あ
っ
た
｣
｡
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そ
の
後
も
電
力
業
界
側
は
'
現
行
九
電
力
体
制
の
維
持
を
主
張
し
っ
づ
け
た
｡
こ
の
点
は
､
電
気
事
業
審
議
会
に
お
い
て
九
電
力
代
表
と
し
て

意
見
陳
述
し
た
太
田
垣
士
郎
電
気
事
業
連
合
会
会
長
の
'
次
の
よ
う
な
発
言
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

｢昭
和
二
十
六
年

(
一
九
五

1
年
-
引
用
老
)
の
電
気
事
業
再
編
成
に
よ
っ
て
樹
立
さ
れ
た
現
行
企
業
体
割
の
長
所
を
さ
ら
に
発
捧
さ
せ
る
よ

う
'
必
要
限
度
以
上
の
各
種
規
制
を
緩
和
な
い
し
撤
廃
し
て
企
業
と
し
て
弾
力
性
の
あ
る
経
営
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
措
置
さ
れ
た
い
｡

供
給
区
域
の
法
的
独
占
に
は
固
執
し
な
い
が
'
同

l
地
域
に
お
け
る
過
剰
供
給
設
備
排
除
等
の
規
定
は
必
要
で
あ
り
'
特
に
'
電
灯
'
小
口
電

(
a
)

力
等
に
つ
い
て
は
'
現
行
の
独
占
供
給
体
制
が
保
た
れ
る
よ
う
特
に
運
用
上
の
配
慮
が
望
ま
し
い

｣
｡

電
気
事
業
審
議
会
は
∵
こ
の
太
田
垣
の
意
見
を
基
本
的
に
受
け
入
れ
た
｡
同
審
議
会
の
答
申
は
'
電
力
業
の
企
業
体
制
に
つ
い
て
'
次
の
よ
う

に
論
述
し
た
｡

｢絵
合
的
に
検
討
し
た
結
果
現
行
の
地
域
別
私
企
業
九
分
割
体
制
の
も
と
に
.お
い
て
も
'
各
社
の
広
域
的
協
調
体
制
の
強
力
な
推
進
'
電
源
開

発
会
社
の
有
効
な
活
用
'
さ
ら
に
国
家
資
金
の
重
点
的
投
入
あ
る
.い
は
必
要
な
公
共
統
制
等
国
の
適
切
な
補
完
対
策
が
講
ぜ
ら
れ
る
な
ら
ば
'
⊥
糾

･述
の
諸
要
請
に
こ
た
え
て
ゆ
-
こ
と
は
可
能
で
あ
り
'
ま
た
現
行
体
制
の
も
と
で
は
'
私
的
経
営
の
創
意
と
柔
軟
性
'
企
業
相
互
間
の
競
争
の
刺

激
'
地
域
社
会
と
の
連
け
い
等
地
域
別
私
企
業
分
割
経
営
の
特
色
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
判
断
さ
れ
る
｡
ま
た
過
去
の
体
験
に
か
ん
が
み
て

3問
E

も
'
新
ら
し
い
企
業
形
態
に
移
る
こ
と
は
過
渡
的
摩
擦
が
大
き
-
'
経
営
能
率
や
サ
ー
ビ
ス
低
下
の
懸
念
も
十
分
考
え
ら
れ
る
｣｡

要
す
る
に
電
気
事
業
審
議
会
の
答
申
は
'
現
行
九
電
力
体
制
を
維
持
す
る
方
針
を
明
確
に
打
ち
出
し
た
わ
け
で
あ
や
'
こ
の
方
針
は
'
新
電
気
事

業
法
の
な
か
で
貫
か
れ
た
｡

後
者
の
'
｢新
電
気
事
業
法
の
制
定
が

1
九
六
〇
年
代
中
葉
に
実
現
し
た
の
は
な
ぜ
か
｣
と
い
う
問
題
に
対
す
る
解
答

は
'
こ
の
時
期
に
な
っ

(36
)

て
九
電
力
体
制
の
安
定
性
が
著
し
-
増
大
し
た
こ
と
に
求
め
る
こ
と
が
で
き

る｡
1
九
五

1
年
五
月
に
い
っ
せ
い
に
発
足
し
た
九
電
力
各
社
は
'

▲

1
九
五
〇
年
代
半
ば
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
'
電
源
開
発
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ソ
に
着
極
的
に
取
り
組
ん
だ
.
そ
の
際
各
社
が
と
-
に
力
を
入
れ
た

の
は
'
電
源
構
成
の
火
主
水
従
化
と
'
火
力
発
電
用
燃
料
の
油
主
炭
従
化
で
あ

っ
た
｡

こ
こ
で
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
'
政
府
が
'

一
九
五
〇
年
代
を
つ
う
じ
て
'
火
主
水
従
化
や
油
主
炭
従
化
に
冷
や
か
な
姿
勢
を
と
っ
た
こ

と
で
あ
る
.
通
産
省
公
益
事
業
局
は
'

一
九
五
九
年
ま
で
'
水
主
火
従
な
い
し
水
火
併
用
の
電
源
開
発
方
針
に
拘
泥
し
た
｡
ま
た
'
通
産
省
は
'

石
炭
産
業
保
護
に
力
点
を
お
き
､

1
九
五
五
年
の
重
油
ボ
イ
ラ
ー
親
側
法
.に
み
ら
れ
る
よ
う
に
'
炭
主
抽
従
政
策
を
遂
行
し
た
.
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･電
源
構
成
の
火
主
水
従
化
と
火
力
発
電
用
燃
料
の
油
主
炭
従
化
は
'

一
九
六
〇
年
代
に

｢低
廉
で
安
定
的
な
電
気
供
給
｣
が
実
現
す
る
重
要
な

(節
)

条
件
と
な
っ
た
が
'
こ
れ
ら
を
推
進
し
た
め
は
'
政
府
の
政
策
で
は
な
-
'
民
営
九
電
力
各
社
の
自
主
的
な
経
営
努
力
で
あ
っ
た
｡
こ
の
こ
と
を

つ
■う
じ
て
'
九
電
力
体
制
に
対
す
る
社
会
的
評
価
は
高
ま
り
'
同
体
制
の
堅
持
を
掲
げ
る
電
力
業
界
の
主
張
は
説
得
力
を
増
し
た
.
そ
れ
ま
で
難

航
し
て
い
た
新
電
気
事
算
法
の
制
定
が
.1
九
六
〇
年
代
中
葉
に
実
現
し
た
の
は
'
こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
Q

吻
内
容
と
運
用

(38
)

･新
電
気
事
業
法
は
'

1
九
六
四
年
七
月
に
公
布
さ
れ
'
翌
六
五
年
七
月
に
施
行
さ
れ
た
.
全
文

〓
1三
条
か
ら
な
る
同
法
の
最
も
重
要
な
内
容

は
'
第
三
条
第

一
項
で

｢電
気
事
業
を
営
も
う
と
す
る
者
は
'
通
商
産
業
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｣
と
規
定
し
た
う
え
で
'
第

五
条
第

1
項
で

｢通
商
産
業
大
臣
は
'
-第
三
条
第

1
項
の
許
可
の
申
請
が
次
の
各
号
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
で
な
け
れ
ば
､
同
項
の
許

可
を
し
て
は
な
ら
な
い
｣
と
制
約
条
件
を
設
け
'
そ
の
第
三
号
で

｢
一
般
電
気
事
業
に
あ
っ
て
ほ
'
そ
の
事
業
の
開
始
に
よ
っ
て
そ
の
供
給
区
域

,の
全
部
又
は

1
部
に
つ
い
て

一
般
電
気
事
業
の
用
に
供
す
る
電
気
工
作
物
が
著
し
-
過
剰
と
な
ら
な
い
こ
と
｣
を
掲
げ
た
点
で
あ
る
O
こ
れ
は
.

過
剰
供
給
設
備
排
除
裁
定
の
明
文
化
を
強
-
求
め
た
電
力
業
界
の
意
向
を
受
け
入
れ
た
も
の
で
あ
り
､
既
存
の
九
電
力
体
制
を
維
持
す
る
法
的
根

拠
と
な
っ
た
O
ま
た
'
新
電
気
事
業
法
の
実
際
の
運
用
に
お
い
･て
も
'
企
業
の
自
主
性
の
尊
重
や
電
燈
'
小
口
電
力
に
つ
い
て
の
供
給
区
域
独
占

(39
)

の
堅
持
な
ど
'
電
力
業
界
の
要
望
事
萌
が
'
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
実
行
に
移
さ
れ
た
O

二
.
石
油
業
法

1

一
九
三
四
年
の
旧
石
油
業
法

3
制
定
過
程

日
本
に
お
い
て
'
石
油
産
業
に
対
す
る
国
家
の
統
制
が
具
体
的
に
検
討
さ
れ
始
め
た
の
は
'
第

一
次
世
界
大
戦
末
期
の
こ
と
だ
と
言
わ
れ
て
い

(oi
)

る
.

こ
の
動
き
を
主
導
し
た
の
は
海
軍
省
で
あ
り
'
そ
れ
は
､
石
油
が
艦
船
燃
料
と
し
て
重
要
な
役
割
を
は
た
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
'
第

1

次
大
戦
の
経
験
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
っ
た
｡
海
軍
省
は
'
ま
ず

1
九

1
八
年

1
月
に

｢軍
用
石
油
需
給
の
根
本
策
に
関
す
る
覚
｣
を
発
表
し
'

つ
づ
い
て
同
年
五
月
に
'
同

｢覚
｣
を
ふ
ま
え
て
'
石
油
事
業
の
官
営
案
'
官
民
合
同
経
営
案
の
二
案
か
ら
な
る

｢
軍
事
上
の
必
要
に
基
づ
く
石
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油
政
策
｣
を
ま
と
め
た
｡

海
軍
省
の
問
題
提
起
を
受
け
て
'

一
九
二
〇
年
代
に
は
い
る
と
､
他
の
関
係
各
省
も
'
石
油
問
題
や
燃
料
問
題
に
積
極
的
に
と
り
-
む
こ
と
に

な
っ
た
｡
大
蔵
省
は
'
海
軍
省
の
捷
案
を
検
討
し
た
の
ち
､
石
油
官
営
案
を
可
と
す
る

｢石
油
政
策
に
関
す
る
調
査
｣
を
'

一
九
二
〇
年
六
月
に

発
表
し
た
｡
翌
二

一
年
六
月
に
は
農
商
務
省
'
大
蔵
省
'
外
務
省
'
陸
軍
省
'
海
軍
省
､
国
勢
院
の
関
係
者
を
集
め
て

｢
石
油
政
策
に
関
す
る
調

乱
撃

が
発
足
し
･
約
半
年
間
に
わ
た
っ
て
石
油
官
営
案
や
石
油
専
売
薬
な
ど
を
審
議
し
た
｡
そ
し
て
･
そ
の
最
中
の
二

毒

十
月
に
は
農
商
務

(42
)

省
が
'
燃
料
事
業
の
保
護
奨
励
と
政
府
の
蕃
極
的
施
設
の
二
本
の
柱
か
ら
な
る

｢
燃
料
政
策
の
根
本
方
針
｣
を
発
表
し
た
｡

し
か
し
'

1
九
二
〇
年
代
初
頭
堅
向
ま
り
を
み
せ
た
石
油
産
業
の
国
家
統
制
を
め
ざ
す
日
本
政
府
の
動
き
は
'

1
九
二

7
年
十
二
月
に
1
頓
挫

を
き
た
す
こ
と
に
な
っ
た
｡
と
い
う
の
は
'
石
油
官
営
案
や
石
油
専
売
薬
を
審
議
し
て
き
た

｢
石
油
政
策
に
関
す
る
調
査
会
｣
が
'
｢大
正
十
年

(43
)

(
一
九
二

一
年
-
引
用
者
)
十
二
月
二
十
七
日
ノ
会
議
ヲ
最
終
ト
シ
審
議
未
了
ノ
儀
爾
後
開
催
ヲ
見
ス
｣
と
い
う
状
態
に
陥

っ
て
し
ま
っ
た
か
ら

で
あ
る
.
同
調
査
会
が
具
体
案
を
ま
と
め
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
の
は
'
｢大
蔵
省
'
農
商
務
省
な
ど
に
実
質
的
な
権
限
が
か
な
り
委
ね
ら
れ
る

(44
)

こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
石
油
専
売
案
に
対
し
て
'
海
軍
省
の
意
見
が
対
立
し
た

｣
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
｡

(45
)

1
九
二
二
-
二
五
年
の
時
期
に
沈
静
化
し
た
石
油
統
制
を
め
ざ
す
動
き
は
'

1
九
二
六
年
に
な
っ
て
再
び
活
発
化
し
た
｡
同
年
四
月
に
商
工
省

鉱
山
局
鉱
政
課
に
燃
料
担
当
事
務
官
が
置
か
れ
た
の
に
つ
づ
い
て
'
同
年
七
月
の
閣
議
決
定
に
よ
り
'
画
工
次
官
を
委
員
長
と
L
t
商
工
省
'
海

(46
)

軍
省
､
陸
軍
省
'
外
務
省
'
大
蔵
省
の
担
当
官
を
委
員
と
す
る
燃
料
調
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
｡

こ
の
燃
料
調
査
委
員
会
は
'

1
九
二
六
年
十
月
か
ら
約
二
年
間
に
わ
た
っ
て
.
石
油
問
題
お
よ
び
石
炭
問
題
に
関
し
て
精
力
的
に
審
議
を
重
ね

210

作
成
さ
れ
'
成
案
と
な
っ
た
最
初
の
.も
の
で
あ
り
'
石
油
政
策
史
上
の
重
要
な
画
期
を
示
す

も
の
｣
で
あ
っ
た
｡
そ
し
て
'

1
九

｢
三
〇
年
代
の

(49
)

日
本
の
燃
料
政
策
の
基
礎
と
な
る
も
の
｣
で
も
あ
っ
た
｡

燃
料
調
査
委
員
会
の
答
申
は
'
外
国
石
油
会
社
が
日
本
の
石
油
市
場
で
高
い
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
,j
と
に
対
し
て
危
快
の
念
を
表
明
す
る
と

(50
)

と
も
に
'
資
料
2
に
引
用
し
た
よ
う
に
'
｢内
国
石
油
企
業
組
織
ノ
改
善
｣
の
必
要
性
を
強
調
し
た
.
こ
の

｢内
国
石
油
企
業
組
織

ノ
改
善
｣
と

は
'
｢内
地
二
於
ケ
ル
石
油
業
者
ノ
輸
入
'
製
造
及
販
売
ノ
機
関
ヲ
合
同
シ
テ

一
大
石
油
会
社
ヲ
鼠
織
セ
シ
メ
｣
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
'
外
国

た
｡
そ
し
て
'

一
九
一EiiZ!T

を
商
工
大
臣
に
提
出
し
たL7八
〇年

A
月
かこ

'
｢我
国
燃
料
需
給
ノ
趨
勢
｣
と

｢我
国
燃
料
ノ
将
来

二
対
ス
ル
根
本
方
策
｣
の
二
本
の
柱
か
ら
な
る
答
申

こ
の
答
申
は
'
｢第

1
次
大
戦
後
に
種
々
検
討
さ
れ
て
き
た
石
油
政
策
を
背
景
と
し
て
関
係
各
省
の
協
議
に
よ

っ
て

(48
)
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石
油
会
社
の
日
本
子
会
社
や
日
本
支
店
も
合
同
対
象
と
み
な
さ
れ
て
い
た
｡

と
こ
ろ
で
'

一
九
二
八
年
八
月
の
燃
料
調
査
委
員
会
の
答
申
が
打
ち
出
し
た

一
連
の
石
油
政
策
は
'

た
だ
49
に
実
行
に
移
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
｡
ま
ず
'

1
九
二
九
年
五
月
に
商
工
大
臣
が
'
燃

料
調
査
委
員
会
の
答
申
に
も
と
づ
い
て
'
商
工
審
議
会
に
対
,)
.
燃
料
国
策
の
具
体
案
作
成
を
諮
問

L
B
)o
商
工
審
議
会
は
二

九
三
〇
年
五
月
に

｢石
油
及
石
油
代
用
燃
料

二
関
ス
ル
具
体
的
国
策
｣

(52
)

と
題
す
る
答
申
を
採
択
し
た
が
'
こ
の
答
申
は
'

一
九
二
八
年
の
燃
料
調
査
委
員
会
の
答
申
に
比
べ

て
'
さ
し
て
新
鮮
味
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
o
結
局
'
日
本
に
お
い
て
'
石
油
産
業
に
対
す
る
国
家

の
統
制
が
本
格
的
な
進
展
を
み
せ
始
め
た
の
は
'
昭
和
恐
慌
を
経
た

一
九
三
三
年
以
降
の
こ
と
で
あ

っ
た
O

一
九
三
四
年
の
旧
石
油
業
法
制
定
を
も
た
ら
す
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
'

一
九
三
三
年
五
月

完

工
省
鉱
山
局
が
'
石
油
産
業
へ
の
国
家
適
珊
策
の
原
案
と
し
て
'
｢
石
油
国
家
管
理
案
｣

と
｢許

可
主
義
統
御
案
｣
と
い
う
二
つ
の
案
を
発
表
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
｡
こ
の
う
ち
前
者
は
'
ス
ペ
イ
ン

の
石
油
専
売
法

(
一
九
二
八
年
)
を
参
考
に
L
t
後
者
は
'
フ
ラ
ソ
ス
の
石
油
業
法

(
一
九
二
八
年
)

(

朗)

を
モ
デ
ル
に
し
て
い

た

｡

一
九
三
四
年
制
定
の
旧
石
油
業
法
に
つ
な
が
る
内
容
を
も
つ
後
者
の

｢許

可
主
義
統
制
案
｣
の
趣
旨
は
'
｢石
油
輸
入
に
つ
い
て
は
許
可
制
を
採
用
し
'

1
定
資
格
を
有
す
る

も
の
に
限
り
許
可
す
｣
(第

一
項
)
'
｢製
油
所
の
建
設
拡
張
は
国
家
の
許
可
を
要
す
｣
(第
二
項
)'

｢原
油
の
輸
入
に
つ
い
て
は
無
税
又
は
低
廉
税
を
課
し
'
製
品
の
輸
入
に
対
し
て
は
高
率
関
税
を
課

す
｣
(第
三
項
)
'
｢許
可
会
社
に
は

1
定
量
の
原
油
貯
蔵
の
義
務
を
負
は
し
め
'
原
油
供
給
難
に
準

備
せ
し
む
｣
(第
六
項
)
な
ど
の
諸
点
に
あ
っ
た
｡

一
九
三
三
年
五
月
に
商
工
省
鉱
山
局
が
以
上
の
二
案
を
発
表
し
た
こ
と
は
'
商
工
審
議
会
が

｢
石

油
及
石
油
代
用
燃
料

二
閑
ス
ル
具
体
的
国
策
｣
と
層
す
る
答
申
を
ま
と
め
た

一
九
三
〇
年
五
月
以
来

再
び
沈
静
化
し
て
い
た
石
油
統
制
を
め
ざ
す
動
き
を
'

1
挙
に
活
気
づ
け
る
機
能
を
は
た
し
た
｡

1
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九
三
三
年
六
月
に
は
t.
陸
軍
省
'
海
軍
省
'
大
蔵
省
'
商
工
省
'･.外
務
省
､･
拓
務
省
'
･資
源
局
の
担
当
官
か
ら
な
る

(55
)

関
係
各
省
協
議
会
｣
が
発
足
し
'
商
工
省
鉱
山
局
の
二
案
に
閑
す
か
審
議
を
行
な
っ
た
｡
そ
し
て
'
同
協
議
会
は
'

(56
)

ち

｢許
可
主
義
統
御
案
｣
を
と
り
い
れ
た

｢
石
油
国
策
実
施
要
楓
｣
を
決
定
し
た
｡
こ
の

｢石
油
国
策
実
施
要
綱
｣

法
の
土
台
と
な
っ
た
｡

｢液
体
燃
料
問
題

二
閲
ス
ル

三
三
年
九
月
に
'
二
葉
の
う

は
'
翌
年
制
定
の
旧
石
油
業

212

以
上
の
よ
う
な
旧
石
油
業
法
の
制
定
過
程
を
つ
う
じ
て
特
徴
的
な
こ
と
は
'
石
油
業
界
で
は
な
-
政
府
が
'

一
貫
し
て
主
導
性
を
発
揮
し
た
こ

(57
)

(58
)

と
で
あ
る
.

1
九
三
四
年
当
時
の
日
本
の
石
油
業
界
は
'
①
製
品
輸
入
方
式
を
と
る
外
国
石
油
会
社

(
ラ
イ
ジ
ソ
グ
サ
ソ
や
ス
タ
ソ
ヴ
ァ
ッ
ク
O

以
下
で
は
外
油
と
略
す
)
と
'
③
国
産
原
油
精
製
方
式
か
ら
原
油
輸
入
精
製
方
式

へ
重
点
を
移
し
っ
つ
あ
る
国
内
石
油
会
社

(
日
本
石
油
や
小
倉

石
油
な
ど
o
以
下
で
は
内
油
と
略
す
)
と
に
'
大
き
-
二
分
さ
れ
て
い
た
｡
し
か
し
'
①
も
③
も
'
旧
石
油
業
法
の
制
定
過
程
に
積
極
的
に
関
与

し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
｡

ま
ず
'
①
の
外
泊
各
社
は
'
石
油
政
策
の
立
案
'
決
定
過
程
か
ら
完
全
に
排
除
さ
れ
た
｡
燃
料
調
査
委
員
会
の
答
申
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
'

戦
前
日
本
の
石
油
政
策
の
1
つ
の
眼
目
は
'
外
泊
の
影
響
力
の
制
限
と
い
う
点
に
あ
っ
た
か
ら
'
こ
の
こ
と
は
'
あ
る
意
味
で
は
当
糸
の
こ
と
の

よ
う
心
み
え
る
｡
し
か
し
同
様
の
ね
ら
い
を
も
つ
一
九
二
八
年
の
フ
ラ
ン
ス
の
石
油
業
法
の
制
定
過
程
に
お
い
て
は
'
事
前
に
'
外
国
石
油
会
社

(59
)

と
フ
ラ
ソ
ス
政
府
と
の
ぁ
い
だ
で
'
十
分
な
意
見
調
整
が
行
な
わ
れ
た
.

一
九
三
四
年
制
定
の
日
本
の
旧
石
油
業
法
は
'
モ
デ
ル
と
し
た
フ
ラ
ソ

(60
)

ス
の
石
油
業
法
に
比
べ
て
'
顕
著
な
排
外
性
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
O

一
方
'
③
の
内
油
は
'
石
油
政
策
の
立
案
過
程
に
ま
っ
た
-
関
与
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
'
そ
の
役
割
は
あ
-
ま
で
も
限
定
的
な

.も
の
に
と
ど
ま
っ
た
O
こ
の
こ
と
は
1
次
の
11
1
つ
の
事
実
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

･
第

一
は
､
燃
料
調
査
委
員
会
が
日
本
石
油
の
利
害
に
反
す
る
石
油
企
業
合
同
の
具
体
案
を
作
成
し
た
こ
と
で
あ
る
｡
内
治
の
代
表
格
で
あ
る
日

本
石
油
は
'
専
務
取
締
役
の
津
下
紋
太
郎
が
石
油
業
界
の
現
況
に
つ
い
て
報
告
を
行
な
う
'
石
油
企
業
合
同
の
具
体
案
作
成
の
た
た
き
台
と
し
て

独
自
の
プ
ラ
ソ
を
提
出
す
る
'
な
ど
の
形
で
燃
料
調
査
委
員
会
の
審
議
に
関
与
し
た
｡
し
か
し
'
燃
料
調
査
委
員
会
の
主
査
委
員
会
が
ま
と
め
あ

げ
た
石
油
企
業
合
同
の
具
体
案
は
'
必
ず
し
も
日
本
石
油
の
利
益
に
合
致
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
.
と
い
う
の
は
'
輸
入
原
油
精
製
部
門

(鉱

山
付
属
製
油
所
を
除
-
精
油
部
門
や
原
油
輸
入
設
備
等
)
を
分
離
し
新
た
な
合
同
会
社
へ
吸
収
す
る
と
い
う
内
容
を
も
っ
こ
の
具
体
案
が
実
行
に

移
さ
れ
れ
ば
'
日
本
石
油
は
'

1
九
二
四
年
六
月
に
操
業
を
開
始
し
た
最
新
鋭
プ
ラ
ン
ト
の
鶴
見
製
油
所
を
失
う
な
ど
'
大
幅
な
シ
ェ
ア
低
下
を



(61
)

余
儀
無
-
さ
れ
る
こ
と
は
確
実
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
｡

第
二
は
'
制
定
さ
れ
た
旧
石
油
業
法
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
貯
油
義
務
の
導
入
は
'
外
泊
各
社
の
み
な
ら
ず
､
内
油
各
社
に
も
大
き
な
打
撃
を
与

え
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
｡
旧
石
油
業
法
に
批
判
的
立
場
を
と
り
'
同
法
の
遂
行
過
程
で
外
泊
二
社
と
の
交
渉
の
当
事
者
と
な
っ
た
外
務
省

通
商
局
長
の
莱
柿

7-一一一｢
讐郎
は

'

1
九
三
四
年
十

一
月
に
駐
日
米
国
大
使
館
員
に
対
し
て
'
貯
油
義
務
軽
減
の
た
め
に
外
泊
二
社
は
内
油
各
社
と
共
蹄

す
べ
き
だ
と
発
言
し
た
｡
釆
栖
が
こ
の
よ
う
な
発
言
を
行
な
っ
た
背
景
に
は
'
内
治
各
社
が
抱
い
て
い
た
旧
石
油
業
法
の
貯
拍
義
務
条
項
へ
の
強

い
反
発
が
あ
っ
た
｡

切.
内
容
と
運
用

.旧
石
油
鮎

は
二

九
三
四
年
三
月
芸

布
さ
れ
･
同
年
七
月
に
施
行
さ
れ
た
O
全
文

一
七
条
か
ら
な
る
同
法
の
主
要
な
内
容
は
･
①
石
油
の

精
製
業
と
輸
入
業
は
政
府
の
許
可
制
と
L
t
政
府
は
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
製
品
販
売
数
量
の
割
当
を
行
な
う

(第

1
条
お
よ
び
第
二
粂
)
'
②
石

油
の
精
製
業
者
と
輸
入
業
者
に
1
定
量
の
石
油
保
有
義
務
を
課
す
る

(第
五
条
)
'
⑨
政
府
は
'
緊
急
の
場
合
に
石
油
を
茸
制
購
入
す
る
権
限
を

も
つ
と
と
も
に
'
必
要
な
場
合
に
石
油
の
需
給
を
調
節
し
た
り
価
格
を
変
更
し
た
り
す
る
権
限
を
も
つ

(第
六
条
お
よ
び
第
七
条
)
t
な
ど
の
諸

(臥
)

点
に
あ

っ
た
O
こ
れ
ら
の
う
ち
'
実
際
の
運
用
面
で
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
の
は
'
①
と
③
の
二
点
で
あ
っ
た
o

I
:ま
ず
,.
①
に
つ
い
て
'
政
府
は
'
石
油
製
品
の
販
売
数
量
割
当
を
'
内
油
に
有
利
で
外
泊
に
不
利
な
形
で
運
用
し
た
｡
そ
の
結
果
'
旧
石
油
業

法
の
施
行
以
降
'
日
本
の
石
油
市
場
に
お
け
る
外
泊
.Q
販
売
シ
ェ
ア
は
着
実
に
後
返
し
た
.

次
に
'
⑧
に
つ
い
て
｡
貯
油
業
務
の
遂
行
は
'
内
油
'
外
泊
を
問
わ
ず
'
石
油
会
社
の
経
営
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
'
容
易
に

は
..進
捗
し
な
か
っ
た
.｡
し
か
し
'
政
府
が
補
助
金
の
支
給
を
決
め
た
た
め
'
内
抽
各
社
は
'
最
終
期
限
の
一
九
三
六
年
六
月
末
ま
で
に
貯
油
義
務

を
達
成
し
た
o
こ
れ
に
対
し
て
'
補
助
金
の
親
模
の
不
十
分
性
を
問
題
に
し
た
ラ
イ
ジ
ソ
グ
サ
ン
と
ス
タ
ソ
ヴ
ァ
ッ

ク
の
外
油
二
社
は
'
最
後
ま

で
貯
油
義
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
O
た
だ
し
'
外
泊
二
社
は
'
旧
石
油
業
法
に
も
と
づ
-
事
業
不
許
可
等
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
受
け
る
こ
と
な
-
I

太
平
洋
戦
争
の
開
始
に
よ
り
事
業
活
動
が
不
可
能
に
な
っ
た

一
九
四

1
年
十
二
月
ま
で
'
日
本
で
の
営
業
を
継
続
し
た
｡

こ
れ
は
'
日
本
政
府
が
'

戦
略
物
資
で
あ
る
石
油
の
絶
対
量
を
確
保
す
る
た
め
に
'

1
定
虎
槙
の
製
品
輸
入
業
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
に
意
義
を
み
い
だ
し
て
い
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
あ

っ
た
.0
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2

一
九
六
二
年
の
新
石
油
業
法

の
制
定
過
程

新
石
油
業
法
の
制
定
に
際
し
て
問
わ
れ
た
最
大
の
問
題
は
､
石
油
産
業
に
対
す
る
政
府
の
介
入
を
撤
廃
す
る
か
継
続
'
強
化
す
る
か
と
い
う
こ

(65
)

と
で
あ
っ
た
｡

一
九
五
二
年
の
占
領
終
結
以
降
'
石
油
産
業

へ
の
政
府
介
入
の
中
心
的
な
施
策
と
な
っ
て
き
た
の
は
外
貨
割
当
制
で
あ
っ
た
が
'

1
九
六

1
年
九
月
に
原
油
輸
入
の
自
由
化
が
本
決
ま
り
に
な
る
と

(自
由
化
の
実
施
は
六
二
年
十
月
)
'
原
油
輸
入
外
貨
割
当
の
継
続
は
不
可
能

に
な
っ
た
｡
こ
の
よ
う
な
新
た
な
事
態
を
う
け
て
'
政
府
内
部
で
は
'
石
油
産
業

へ
の
規
制
の
撤
廃
を
求
め
る
自
由
派
と
'
そ
の
継
続
'
強
化
を

主
張
す
る
規
制
派
の
意
見
の
対
立
が
生
じ
た
が
'
次
第
に
規
制
派
が
多
数
を
占
め
る
に
い
た
っ
た
O
そ
し
て
t

l
九
六

一
年
十
二
月
に
エ
ネ
ル
ギ

(66
)

-
懇
談
会

(設
置
は
同
年
七
月
)
が
と
り
ま
と
め
た

｢
石
油
政
策
に
関
す
る
中
間
報
告
｣
の
多
数
意
見
に
し
た
が

っ
て
'
新
石
油
業
法
が

一
九
六

二
年
五
月
に
制
定
さ
れ
た
｡

旧
石
油
業
法
の
場
合
と
同
様
に
'
新
石
油
業
法
の
制
定
過
程
に
お
い
て
も
'
石
油
業
界
が
主
導
性
を
発
揮
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
｡
こ
の
こ
と

は
､
次
の
二
つ
の
事
実
か
ら
確
認
す
る
こ
と
で
が
き
る
｡

第

一
は
'
新
石
油
業
法
の
制
定
に
対
す
る
石
油
各
社
の
意
見
が
大
き
-
三
つ
に
分
か
れ
'
統

一
的
な
対
応
を
と
る
こ
と
が
困
難
だ
っ
た
こ
と
で

あ
る
｡
新
石
油
業
法
に
賛
成
し
た
の
は
'
東
亜
燃
料
工
業
'
大
協
石
油
'
亜
細
亜
石
油
'
日
本
鉱
業
'
東
亜
石
油
'
丸
善
石
油
'
日
本
漁
網
船
具
'

日
嗣
石
油
精
製
の
入
社
'
条
件
つ
き
で
賛
成
し
た
の
は
'
日
本
石
油
'
日
本
石
油
精
製
'
興
亜
石
油
､
三
菱
石
油
'
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
'
ゼ
ネ
ラ
ル

物
産
'
昭
和
石
油
'
昭
和
四
日
市
石
油
'

エ
ッ
ソ
石
油
の
九
社
､
反
対
し
た
の
は
'
出
光
興
産
'
カ
ル
テ
ッ
ク
ス
'
シ
ェ
ル
石
油
の
三
社
で
あ

っ

(67
)

た
｡
外
資
提
携
企
業

(東
亜
燃
料
工
業
や
日
本
石
油
な
ど
)
が
賛
成
な
い
し
条
件
つ
き
賛
成
の
立
場
を
と
っ
た
こ
と
'
メ
ジ
ャ
ー
ズ
の

一
部
が
条

(68
)

件
つ
き
賛
成
派
に
ま
わ
っ
た
こ
と
な
ど
の
背
景
に
は
'
イ
ラ
ソ
原
油
や
ソ
連
原
油
の
輸
入
な
ど
独
特
の
経
営
行
動
を
つ
う
じ
て
急
成
長
を
と
げ
つ

つ
あ

っ
た
出
光
興
産
の
動
き
を
'
新
石
油
業
法
を
つ
う
じ
て
封
じ
込
め
よ
う
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
｡
こ
の
点
に
つ
い
て
'

エ
ネ
ル
ギ
ー
懇
談
会

(69
)

(乃
)

の
委
員
を
つ
と
め
た
脇
村
義
太
郎
は
'
｢石
業
業
法

を
官
僚
だ
け
で
な
-
業
者
の
間
で
作

っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
い
さ
さ
か
で
も
で

て
き
た
の
は
'
出
光
に
対
す
る
恐
怖
感
か
ら
で
あ
り
'
ソ
連
石
油
に
対
す
る
恐
怖
感
か
ら
き
て
い
た
の
で
す
L
t
｢
(出
光
に
対
す
る
恐
怖
感
は
'

-
引
用
老
)
メ
ジ
ャ
ー
と
組
ん
で
い
る
日
本
の
会
社
に
あ
っ
た
｡
ま
た
日
石
に
と
っ
て
は
'
元
来
出
光
は
自
分
の
特
約
店
で
あ

っ
た
｡
そ
の
出
光
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の
急
速
な
拡
大
は
好
ま
し
い
と
思

っ
て
い
な
い
｡
メ
ジ
ャ
ー
と
阻
ん
で
い
る
他
の
会
社
も
'
ソ
連
原
油
の
増
大
を
恐
れ
た
｡
だ
か
ら
'.
第

一
次
石

(71
)

(花
)

漁
業
法
の
場
合
と
は
違

っ
て
'
メ
ジ
ャ
ー
は
第
二
次
石
油
業
法
に
対
し
て
'
強
-
反
対
す
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
｡
つ
ま
り
'
出
光
を

(73
)

抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
思

っ
て
い
ま
し
た
か
ら
ね
｣
と
回
想
し
て
い
る
0

第
二
は
'
新
石
油
業
法
の
制
定
過
程
の
最
終
局
面
で
石
油
業
界
側
が
要
望
し
た
暫
定
立
法
化
と
い
う
点
が
'
結
果
的
に
は
香
定
さ
れ
た
こ
と
で

あ
る
O
石
油
産
業
の
業
界
団
体
で
あ
る
石
油
連
盟
は
'
メ
ン
バ
ー
各
社
の
意
見
の
対
立
に
苦
し
み
な
が
ら
も
'
よ
う
や
く

1
九
六
二
年

1
月
に
な

(47
)

っ
て
新
石
油
業
法
に
対
す
る
最
終
的
見
解
を
と
り
ま
と
め
た
が
'
そ
の
見
解
に
も
り
こ
ま
れ
た
主
要
な
要
望
事
項
の
う
ち
の
一
つ
は
'
同
法
を
暫

定
立
法
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
.
し
か
し
'
そ
れ
か
ら
四
カ
月
後
の
六
二
年
五
月
に
'
新
石
油
業
法
は
'
恒
久
法
と
し
て
成
立
し
た
o
こ

(75
)

の
点
に
つ
い
て
'
同
法
の
制
定
に
賛
成
の
立
場
を
と
っ
た
東
亜
燃
料
工
業
の
中
原
延
平

(当
時
'
会
長
)

(乃
)

議
の
過
程
で
'
5
年
間
の
時
限
立
法
の
規
定
が
取
り
除
か
れ
て
'
私
の
考
え
と
は
違

っ
た
形
に
な
っ
た
｣

は
'
｢石
油
業
法
は
議
会
に
お
け
る
春

と
回
想
し
て
い
る
｡

吻
内
容
と
遷
用

新
石
油
艶

は
二

九
六
二
年
五
月
芸

布
さ
れ
,
同
年
七
月
に
施
行
さ
れ
た
｡
全
文
二
五
条
か
ら
な
る
同
法
の
主
要
な
内
容
は
,
①
通
産
大

臣
は
石
油
供
給
計
画
を
作
成
す
る

(第
三
条
)
'
③
石
油
精
製
事
業
を
許
可
制
と
す
る

(第
四
条
-

第
六
条
)'
③
特
定
の
精
製
設
備
の
新
'
増
設

も
許
可
制
と
す
る

(第
七
条
)'
④
石
油
製
品
生
産
計
画
と
石
油
輸
入
計
画
に
つ
い
て
は
届
出
制
を
と
る

(第

一
〇
条
お
よ
び
第

二
一条
)'
⑤
必

要
な
場
合
に
は
通
産
大
臣
が
石
油
製
品
販
売
価
格
の
標
準
額
を
告
示
す
る

(第

1
五
条
)t
な
ど
の
諸
点
に
あ
っ
た
｡

(78
)

新
石
油
業
法
は
'
｢わ
ず
か
半
年
の
間
に
ほ
と
ん
ど
の
条
萌
が
発
動
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
L
o
政
府
が
統
制

色
の
希
薄
さ
を
さ
か
ん
に
強
調

(79
)

(80
)

(81
)

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
｢石
油
業
法
は
実
際
の
運
用
に
お
い
て
は
企
業
の
事
業
活
動
を
強
力
に
コ
ソ
ト
F
l
ル
し
た
｣
と
い
わ
れ
て
い
る
o

三

相
互
比
較

1

検
討
結
果
の
要
約

本
節
で
は
'
第

一
節
と
第
二
節
で
の
検
討
を
ふ
ま
え
て
'
電
気
事
業
法
と
石
油
業
法
の
相
互
比
較
を
行
な
う
｡
ま
ず
'
政
府
の
役
割
に
注
目
し

て
'
こ
こ
ま
で
の
検
討
結
果
を
要
約
す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
｡
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一
九
三

一
年
の
旧
電
気
事
業
法
改
正
法
は
'

一
面
で
は
'
料
金
認
可
制
の
導
入
な
ど
'
政
府
の
規
制
を
強
化
す
る
内
容
を
も
っ
て
い
た
｡
し
か

し
､
制
定
過
程
で
国
営
案
や
官
民
合
同
経
営
案
が
流
産
し
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
'
同
法
は
あ
-
ま
で
も
電
力
業
界
の
自
主
的
調
整
を
前

提
上
し
た
も
の
で
あ
り
'
そ
こ
で
の
政
府
の
役
割
は
間
接
的
'
部
分
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
.

一
九
六
四
年
の
新
電
気
事
業
法
は
'
既
存
の
民
営
九
電
力
体
制
を
法
的
に
追
認
し
た
.
そ
の
意
味
で
'
同
法
は
'
電
力
国
家
管
理
を
廃
止
L
t

電
力
業
に
対
す
る
政
府
の
介
入
を
制
限
し
た
戦
後
の
電
気
事
業
再
編
成
の
基
本
精
神
を
継
承
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
｡

1
九
三
四
年
の
旧
石
油
業
法
は
､
石
油
産
業
に
対
す
る
国
家
の
統
制
を
も
た
ら
す
画
期
と
な
っ
た
｡
同
法
に
も
と
づ
き
実
施
さ
れ
た
石
油
製
品

販
売
数
量
割
当
や
貯
油
義
務
制
な
ど
は
'
そ
の
こ
と
を
端
的
堅
不
す
も
の
で
あ
っ
た
｡

216

表 2 電繋事業法と石油業法.における政府の役割

注 :○と×の意味については,本文参照｡

表 3 電気事業法と石油業法の制定過巷における業界の主導性

荏:○ と×の意味については,本文参照｡

一
九
六
二
年
の
新
石
油
業
法
の
ね
ら
い
は
'
石
油
産
業
に
対
す
る
政
府
の
介

入
を
継
続
'
強
化
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
｡
設
備
の
新
増
設
の
許
可
'
生
産
調
整
'

標
準
価
格
の
告
示
な
ど
の
権
限
を
政
府
に
与
え
た
同
法
は
'
｢個
別
企
業
の
事

(82
)

業
活
動
に
対
す
る
き
わ
め
て
強
力
な
行
政
介
入
の
手
段
と
な
っ
た
｣
｡

表
2
は
'
以
上
の
検
討
結
果
に
も
と
づ
き
'
こ
れ
ら
四
つ
の
電
気
事
業
法
お

よ
び
石
油
業
法
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
'
当
該
産
業

へ
の
政
府
の
介
入
を
特
徴

と
す
る
も
の
で
あ
る
の
か

(そ
の
場
合
に
は
○
印
を
記
入
し
た
)
'
そ
れ
と
も
'

そ
れ
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
の
か

(そ
の
場
合
に
は
×
印
を
記
入
し
た
)
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
の
表
か
ら
'
必
ず
し
も
従
来
の
通
説
の
認
識
を
こ
え

る
も
の
で
は
な
い
が
'
次
の
よ
う
な
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

そ
れ
は
'
電
気
事
業
法
と
石
油
業
法
と
で
は
'
政
府
の
役
割
に
関
す
る
位
置

づ
け
が
大
き
-
異
な
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
｡

一
九
三

一
年
の
旧
電
気

事
業
法
改
正
法
と

一
九
六
四
年
の
新
電
気
事
業
法
は
'
電
力
業
に
対
す
る
政
府

の
介
入
を
基
本
的
に
は
制
限
し
た
O
こ
れ
に
対
し
て
'

一■九
三
四
年
の
旧
石
油

業
法
と

1
九
六
二
年
の
新
石
油
業
法
は
'
石
油
産
業
に
対
す
る
政
府
の
介
入
を



1
九
六
〇
年
代
前
半
)
ご
と
に
異
な
る
と
い
う
よ
り
も
'
産
業

(電
力
業
と
石
油
産
業
)
ご
と
に
異
な
る
と
み
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

2

政
府
6
役
割

電
気
事
業
法
と
石
油
業
法
と
で
は
政
府
の
痩
割
に
関
す
る
位
置
づ
け
が
異
な
る
と
い
う
事
実
は
'
日
本
の
政
府
と
業
界
と
の
関
係
に
つ
い
て
の

従
来
の
議
論
に
,=1
石
を
投
ず
る
意
味
を
も
つ
O
本
稿
の
冒
頭
で
も
言
及
し
た
よ
う
に
'
政
府
と
業
界
と
の
関
係
は
'
国
際
的
な
注
目
を
集
め
て
い

る
日
本
経
済
の
急
速
な
発
展
を
論
ず
る
際
に
t
.必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
と
り
あ
げ
ら
れ
る
重
要
な
論
点
で
あ
る
O
そ
し
て
'
こ
の
論
点
を
め
ぐ

つ.て
は
∵
④
政
府
の
役
割
を
決
定
的
に
重
視
す
る
見
方
と
'
⑳
そ
れ
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
否
定
す
る
見
方
と
が
'
対
立
し
て
い
る
o
L
か
L
t
電
気

事
業
法
と
石
油
業
法
の
ケ
ー
ス
に
あ
ら
わ
れ
た
政
府
の
機
能
の
違
い
を
み
る
だ
け
で
も
'
こ
れ
ら
二
つ
の
見
方
が
い
ず
れ
も

一
面
的
で
あ
る
こ
と

は
∵
明
ら
か
で
あ
る
｡
政
府
の
役
割
を
制
限
す
る
電
気
事
業
法
の
事
例
は
'
⑧
の
見
解
と
適
合
し
な
い
｡

一
方
'
国
家
に
よ
る
介
入
を
特
徴
+
)す
.

る
石
油
業
法
の
垂
例
は
'
⑧
の
見
解
と
鮎
酷
を
き
た
す
｡
こ
の
こ
と
は
'
そ
の
役
割
を
き
わ
め
て
重
視
す
る
に
し
ろ
'
否
定
す
る
に
し
ろ
'
政
府

の
側
■に
お
も
に
光
を
あ
て
て
'
政
府
-

業
界
間
関
係
を
と
ら
え
る
見
方
の
限
界
性
を
示
し
て
い
る
.

右
の
点
は
本
稿
で
筆
者
が
と
く
に
強
調
し
た
い
論
点
で
あ
る
が
'
こ
れ
に
対
し
て
'
次
の
よ
う
な
反
論
が
予
想
さ
れ
る
｡
そ
れ
は
'
石
油
産
業

の
場
合
に
は
'
特
殊
な
事
情
が
存
在
し
た
か
ら
'
他
の
産
業
と
は
違

っ
て
例
外
的
に
政
府
の
介
入
が
み
ら
れ
た
の
は
当
然
で
あ
り
'
石
油
業
法
の

事
例
を
も
っ
て
'
さ
き
の
⑳
の
見
解
を
批
判
す
る
の
は
不
当
だ
t
と
い
う
反
論
で
あ
る
｡
こ
の
種
の
反
論
が
存
在
を
主
張
し
'
主
要
な
論
拠
と
し

て
い
･る

｢特
殊
な
事
情
｣
と
は
'
①
石
油
は
'
戦
略
物
資
と
し
て
'
電
気
よ
り
も
重
要
で
あ
っ
た
'
③
外
国
資
本
の
影
響
力
を
制
限
す
る
こ
と
が
'

一
貫
し
て
..
日
本
の
石
油
政
策
の
重
要
な
課
題
だ
っ
た
t
と
い
う
二
つ
の
内
容
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
｡
し
か
し
t
A)
の
う
ち
①
は
'
必
ず

し
.も
正
確
な
も
の
で
は
な
い
し
.I
電
力
業
に
お
い
て
も
'

1
九
三
九
年
以
降
国
家
管
理
が
強
行
さ
れ
た
こ
と
を
説
明
で
き
な
い
.
ま
た
'
③
は
'

新
石
油
業
法
の
制
定
過
程
で
外
資
系
企
業
の
多
-
が
同
法
に
賛
成
な
い
し
条
件
つ
き
賛
成
の
立
場
を
と
っ
た
事
実
と
合
致
し
な
い
｡
し
た
が

っ
て
'

こ
こ
で
と
り
あ
げ
た
反
論
の
説
得
力
は
'
小
さ
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
｡

と
こ
ろ
で
ノ'
政
府
-
業
界
間
関
係
を
と
ら
え
る
際
に
'
政
府
の
役
割
の
有
無
に
注
目
す
る
従
来
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
問
題
を
も
つ
と
す
れ
ば
t

の
よ
う
な
方
法
を
と
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
O
次
に
.
こ
の
点
に
つ
い
て
'
項
を
改
め
て
論
ず
る
こ
と
に
し
よ
う
｡
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ey5

業
界
の
能
力

こ
こ
で
筆
者
の
見
解
を
あ
ら
か
じ
め
示
せ
ば
'
政
府
と
業
界
と
の
関
係
を
と
ら
え
る
際
に
は
'
ま
ず
'
業
界
の
秩
序
化
能
力
な
い
し
調
整
能
力

に
注
目
し
'
そ
れ
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
政
府
の
役
割
を
意
味
づ

け
る
べ
き
だ
'■
と
い
う
こ
と
に
な
る
O
つ
ま
り
'
政
府
の
役
割
に
注
目
す
る

従
来
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
逆
に
'
第

1
義
的
に
は
業
界
の
側
に
光
を
あ
て
る
わ
け
で
あ
る
.

表
3
は
､
本
稿
で
検
討
し
た
四
つ
の
電
気
事
業
法
'
石
油
業
法
の
制
定
過
程
に
お
い
て
'
電
力
業
界
な
い
し
石
油
業
界
が
主
導
性
を
発
揮
し
た

か
否
か
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
｡
業
界
側
が
主
導
性
を
発
揮
し
た
場
合
に
は
○
印
'
そ
う
で
な
い
場
合
に
は
×
印
を
記
入
し
た
｡

表
3
を
表
2
と
照
合
す
れ
ば
'
表
3
の
○
印
に
は
表
2
の
×
印
が
'
表
3t
の
×
印
に
は
表
2
の
○
印
が
'
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
｡
つ
ま
り
'
業
界
側
が
秩
序
化
能
力
な
い
し
調
整
能
力
を
も
ち
'
制
定
過
程
で
主
導
性
を
発
揮
し
た
場
合
に
は
'
法
律
は
政
府
の
役
割
を
制

限
し
､
業
界
側
が
十
分
な
能
力
を
も
た
ず
'
制
定
過
程
で
主
導
性
を
発
揮
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
'
法
律
は
政
府
の
役
割
を
大
き
-
し
た
t
と
い

う
関
係
が
成
立
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
｡

電
力
業
界
は
'

1
九
三

1
年
の
旧
電
気
事
業
法
の
改
正
に
際
し
て
も
'

1
九
六
四
年
の
新
電
気
事
業
法
の
制
定
に
際
し
て
も
'
主
導
性
を
発
揮

し
た
.
地
域
独
占
が
成
立
し
て
い
る
電
力
業
の
場
合
に
は
業
界
内
の
調
整
が
容
易
だ
と
い
う
反
論
が
予
想
さ
れ
る
が
'
こ
こ
で
は
'

1
九
三

一
年

の
旧
電
気
事
業
法
の
改
正
に
い
た
る
過
樫
で
は
､
電
力
各
社
が
激
烈
な

｢電
力
戦
｣
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
｡
厳
し
い
競

争
の
な
か
に
あ
っ
て
も
'
電
力
業
界
は
'
戦
後
の
電
気
事
業
再
編
成
を
二
十
三
年
前
に
見
通
し
た
松
永
安
左
ヱ
門
の

『電
力
統
制
私
見
』
に
端
的

(83
)

堅
不
さ
れ
る
よ
う
に
､
調
整
能
力
を
発
揮
し
た
わ
け
で
あ
る
.
ま
た
'
地
域
独
占
が

1
応
成
立
し
て
い
た

一
九
六
四
年
の
新
電
気
事
業
法
の
制
定

過
程
に
お
い
て
も
､
電
力
業
界
は
'
通
産
省
の
異
論
を
お
し
き
り
'
電
源
構
成
の
火
主
水
従
化
や
火
力
発
電
用
燃
料
の
油
主
炭
従
化
な
ど
の
自
主

的
な
合
理
化
努
力
を
重
ね
た
｡
こ
の
よ
う
に
み
ず
か
ら
の
力
で
合
理
化
を
遂
行
し
ヶ
る
電
力
業
界
の
秩
序
化
能
力
は
'
新
電
気
事
業
法
に
よ
る
民

営
九
電
力
体
制
の
法
的
追
認
を
も
た
ら
す
重
要
な
原
動
力
と
な
っ
た
｡

電
力
業
界
の
場
合
と
は
対
照
的
に
石
油
業
界
は
'

1
九
三
四
年
の
旧
石
油
業
法
の
制
定
に
際
し
て
も
'

1
九
六
二
年
の
新
石
油
業
法
の
制
定
に

際
し
て
も
､
主
導
性
を
発
揮
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
｡
い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
で
も
石
油
業
界
内
の
一
部
の
勢
力
は
'
競
争
関
係
に
あ
る
他
の
勢
力
を

封
じ
込
め
る
た
め
に
'
政
府
の
親
御
を
利
用
し
ょ
う
と
し
た
｡
旧
石
油
業
法
に
よ
っ
て
外
国
石
油
会
社
を
お
さ
え
こ
も
う
と
し
た
国
内
石
油
会
社
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や
'
新
石
油
業
法
に
よ
っ
て
出
光
興
産
の
力
を
そ
ご
う
と
し
た
外
資
系
企
業
な
ど
が
'
そ
れ
で
あ
る
｡
新
旧
の
石
油
業
法
を
利
用
し
ょ
う
と
し
た

諸
企
業
は
､
そ
れ
ら
の
法
律
に
も
り
こ
ま
れ
た
自
己
に
不
利
な
条
頁
を
も
'
容
認
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
｡
こ
う
し
て
'
電
力
業
界
に
比
べ
て
'

秩
序
化
能
力
な
い
し
調
整
能
力
と
い
う
点
で
不
十
分
性
を
も
つ
石
油
業
界
は
'
政
府
介
入
を
特
徴
と
す
る
新
旧
の
石
油
業
法
の
規
制
下
に
お
か
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
.

総

括

冒
頭
で
指
摘
し
た
よ
う
に
'
本
稿
は
'
｢電
気
事
業
法
と
石
油
業
法
の
相
互
比
較
を
行
な
い
'
そ
れ
を
手
が
か
り
に
'
日
本
に
お
け
る
政
府
と

業
界
と
の
関
係
に
つ
い
て
'
首
尾

一
貫
し
た
理
解
の
獲
得
を
め
ざ
す
｣
も

の
で
あ

っ
た
｡
最
後
に
'
検
討
結
果
と
そ
こ
か
ら
導
か
れ
た
結
論
を
ま

と
め
て
お
こ
う
｡

と
も
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
に
か
か
わ
る
個
別
事
業
法
で
あ
り
'
し
か
も
は
ぼ
同
時
に
制
定
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
電
気
事
業
法

(
l
九
≡

1
年
の
旧
電
気
事
業
法
改
正
法
と

一
九
六
四
年
の
新
電
気
事
業
法
)
は
政
府
の
役
割
を
制
限
し
'
石
油
業
法

(
一
九
三
四
年
の
旧
石
油
業
法
4
'
1

九
六
二
年
の
新
石
油
業
法
)
は
政
府
に
大
き
な
役
割
を
与
え
た
｡
政
府
-
業
界
間
関
係
に
つ
い
て
'
政
府
の
役
割
を
決
定
的
に
重
視
す
る
か
'
あ

る
い
は
そ
れ
を
否
定
す
る
か
に
終
始
し
て
き
た
従
来
の
見
方
で
は
'
対
照
的
な
電
気
事
業
法
と
石
油
業
法
の
事
例
を
'
首
尾

1
貫
し
た
論
理
で
説

明
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
｡
そ
も
そ
も
'
政
府
の
側
に
主
と
し
て
光
を
あ
て
る
方
法
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ
る
t
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

日
本
の
政
府
と
業
界
と
の
関
係
を
正
確
に
と
ら
え
る
た
め
に
は
'
む
し
ろ
逆
に
'
ま
ず
'
業
界
の
側
に
光
を
あ
,V
る
必
要
が
あ
る
｡
業
界
が
秩

序
化
能
力
な
い
し
調
整
能
力
を
も
つ
場
合
に
は
'
政
府
の
役
割
は
限
定
さ
れ
'
-そ
う
で
な
い
場
合
に
は
'
政
府
の
役
割
は
大
き
く
な
る
0
電
気
事

業
港
は
前
者
の
事
例
で
あ
り
'
石
油
業
法
は
後
者
の
事
例
で
あ
る
｡

第

一
義
的
に
は
業
界
の
側
に
注
目
す
る
i
Jい
う
ア
プ

ロ
.-
チ
は
･
｢
日
本
に
お
け
る
政
府
と
業
界
と
の
関
係
に
つ
い
て
･
首
尾

一
貫
し
た
理
解

の
獲
得
｣
を
可
能
に
す
る
｡
こ
の
こ
と
は
'
た
ん
に
電
力
業
や
石
油
産
業
の
み
な
ら
ず
'
他
の
多
-
の
産
業
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
｡
た
だ
し
'
そ
の
こ
と
を
実
証
す
る
の
は
別
の
枚
会
に
譲
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
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(
-
)

旧
電
気
事
業
法
は
'
も
と
も
と

一
九

二

年
に
制
定
さ
れ
た
が
'
同
法

が
本
格
的
な
公
益
事
業
立
法
と
し
て
.Q
性
格
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
'
･

1
九
二
二

年
の
全
面
改
正
を
通
じ
て
で
居

っ
た
0
本
稿
が
三

一
年
制
定
の
旧

電
気
事
業
法
改
正
法
を
検
討
対
象
と
す
る
の
は
∵

し
の
.､た
め
で
あ
る
｡

(2
)

例
え
ば
'
戦
後
の
日
本
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ト
産
業
の
展
開
過
程
を
包

括
的
に
取
り
扱

っ
た
t
.
日
本

エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
編

『戦
後

エ
ネ
ル
ギ

ー
産
業
史
』
(東
洋
経
済
新
報
社
'

1
九
八
六
年
)
_も

各
論
編
が
産
業
別

構
成
に
な
っ
て
い
る
こ
4
'も
あ

っ
て
'
電
気
事
業
法
と
石
油
業
法
の
相
互
比

較
を
行
な
っ
て
い
な
い
｡

(
3.
)

由
井
常
彦

｢満
州
事
変
期
に
お
け
る
電
力
政
策
｣
(通
商
産
業
省
編
『商

工
政
策
史
第
二
四
巻
電
気

･
ガ
ス
事
業
』
'

一
九
七
九
年
'
第
二
編
第
二
章
)
'

拙
稿

｢電
力
連
盟
と
電
気
委
員
会
｣
(『社
会
経
済
史
学
』
第
四
八
巻
第
四
号
'

一
九
八
二
年
)
参
照
｡
こ
れ
に
対
し
て
'
坂
本
雅
子

｢電
力
国
家
管
理
と
官

僚
統
制
｣
(『季
刊
現
代
史
』
第
五
号
'

一
九
七
四
年
)
や
'
松
島
春
海

｢戦

時
経
済
体
制
の
成
立
過
程
と
産
業
政
策
｣
(安
藤
艮
雄
編

『
日
本
経
済
政
策

史
論

･
下
』
'
東
京
大
学
出
版
会
'

一
九
七
六
年
'
第
八
草
)
の
よ
う
に
'
旧

電
気
事
業
法
の
改
正
と
電
力
国
家
管
理
と
の
連
続
性
を
主
張
す
る
見
解
も
存

廃
す
る
が
'
こ
の
見
解
は
'
説
得
力
に
欠
け
る
｡
坂
本
説
と
絵
島
説
の
問
題

点
に
つ
い
て
は
'
拙
稿

｢電
力
国
家
管
理
研
究
の
新
視
角
｣
(青
山
学
院
大

学

『青
山
経
営
論
集
』
第

1
九
巻
第
四
号
'

1
九
八
五
年
)
参
照
｡

(
4
)

井
口
東
輔

『
現
代
日
本
産
業
発
達
史
Ⅰ
石
油
』
(交
諭
社
'

一
九
六
三

年
)
'
武
田
時
人

｢資
料
研
究
-

燃
料
局
石
油
行
政
前
史
｣
(産
業
政
策
史

研
究
所

『産
業
政
策
史
研
究
資
料
』
､

一
九
七
九
年
)
参
照
｡

(

5

)

田
中
紀
夫

｢
石
油
産
業
｣
(日
本

干
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
編
'
前
掲

『戦
後

ユ
､ネ
ル
車

-
産
業
史
』
'
第
四
章
)
'
済
藤
友
明

｢
石
油
｣
(米
川
伸

1
･
下
川
浩

1
･
山
崎
広
明
編

『戦
後
日
本
経
営
史
第

Ⅰ
巻
』
'
東
洋
経
済

新
報
社
'
二
九
九
〇
年
'
第
四
章
)
参
照
｡

(6
)

鈴
木
等
二

｢電
力
産
業
｣
(
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
編
'
前
掲

『戦
後

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
史
』
'
第
五
章
)
'
拙
稿

｢電
力
｣
(米
川

･
下
川

･

山
崎
編
'
前
掲

『戦
後
日
本
経
営
史
第
Ⅰ
巻
』
'
第
六
卓
)
参
照
｡

(
7
)

｢電
力
戦
｣
に
つ
い
て
詳
し
く
は
'
駒
村
堆
三
郎

『電
力
界
の
功
罪
史
』

(交
通
経
済
社
､

一
九
三
四
年
)
'
橋
本
寿
朗

｢
『五
大
電
力
』
体
制
の
成
立

と
電
力
市
場
の
展
開

3仏側｣
(
『電
気
通
信
大
学
学
報
』
第
二
七
巻
第
二
号
'

第
二
八
巻
第

1
号

･
第
二
号
t

T
九
七
七
-
七
八
年
)
参
照
｡

(
8
)

一
九
二
三
年
か
ら
三
五
年
に
か
け
て
の
電
力
業
経
営
者
に
よ
る
業
界
統

制
構
想
に
つ
い
て
詳
し
-
は
'
拙
稿

｢電
力
統
制
と
五
大
電
力
経
営
者
｣

(『経
営
史
学
』
貧

一
九
巻
第
三
号
､

一
九
八
四
年
)
参
照
｡

(
9
)
松
永
安
左
ヱ
門

｢私
の
履
歴
書
二
七
｣
(
『
日
本
経
済
新
聞
』

一
九
六
四

年

一
月
二
十
八
日
付
)
｡

(10
)

臨
時
電
気
事
業
調
査
部
'
第

一
次
臨
時
電
気
事
業
調
査
会
t
.第
二
次
臨

時
電
気
事
業
調
査
会
の
審
議
経
過
に
つ
い
て
詳
し
-
は
'
電
力
政
策
研
究
会

編

『電
気
事
業
法
制
史
』
(電
力
新
報
社
'

一
九
六
五
年
)
一
〇
八

-
二
八
貢
'

通
商
産
業
省
編
'
前
掲

『商
工
政
策
史
第
二
四
巻
電
気

･
ガ
ス
事
業
』
八
八

-
九
七
貢
'
橋
本
寿
朗

｢電
力
連
盟
の
も
と
で
の
協
調
｣
(関
西
電
力
株
式

会
社

『関
西
地
方
電
気
事
業
百
年
史
』
'
一
九
八
七
年
'
第
五
章
)
三
〇
七
-

一
九
貢
参
照
｡

(11
)

｢電
気
事
業
調
査
会
の
経
過
と
内
容
｣
(
『ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』

一
九
二
九

年
四
月

一
五
日
号
)

一
八
貢
参
照
｡

(12
)

通
商
産
業
省
編
'
前
掲

『商
工
政
策
史
第
二
四
巻
電
気

･
ガ
ス
事
業
』

九
二
貢
｡

(13
)

松
永
安
左
ヱ
門

｢電
気
事
業
と
料
金
制
度
の
確
立
｣
(『
エ
コ
ノ
､､､
ス
ト
』

一
九
二
八
年
十
月

一
日
号
)
三
〇
貢
｡
な
お
'
本
稿
で
は
'
引
用
を
行
な
う

際
に
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
た
｡

(
14
)

高
橋
衛

｢電
力
国
家
管
理
の
過
程
｣
(広
島
大
学

『政
経
論
叢
』
第
二
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二
巻
第
二
号
'

一
九
七
二
年
)
二
〇
五
貢
｡
な
お
'
高
橋
説
の
問
題
点
に
つ

い
■て
も
'
前
掲
拙
稿

｢電
力
国
家
管
理
研
究
の
新
視
角
｣
参
照
｡

(15
)
.
1
九
三
1
年
制
定
の
旧
電
気
事
業
法
改
正
法
の
全
文
は
､
.通
商
産
業
省

編
'
前
掲

『商
工
政
策
史
第
二
四
巻
電
気

･
ガ
ス
事
業
』

一
〇
二
-
〇
五
貢

に
,掲
載
さ
れ
て
い
る
.

(
16
)

電
気
委
員
会
の
会
長
は
逓
信
大
臣
が
つ
と
め
'
委
員
は

｢関
係
各
庁
高

等
官
七
人
以
内
｣
と

｢学
織
経
験
ア
ル
者
八
人
以
内
｣
と
に
よ
っ
で
構
成
さ

∵
れ
た
.
.
こ
の
点
に
つ
い
て
は
t.
通
商
産
業
省
編
'■
前
掲

『商
工
政
策
史
第
二

四
巻
電
気

･
ガ
ス
事
業
』

一
〇
七
-
〇
八
貢
参
照
｡

(17
)

電
力
連
盟
に
つ
い
て
詳
し
-
は
､
拙
稿

｢電
力
連
盟
｣
(橋
本
寿
朗

･

武
田
晴
人
偏

『
両
大
戦
間
期
日
本
の
カ
ル
テ
ル
』
'
御
茶
の
水
書
房
､

一
九

八
五
年
'
第
七
章
)
参
照
｡

(18
)

こ
の
四
点
に
つ
い
て
詳
し
く
は
'
前
掲
拙
稿

｢電
力
連
盟
と
'電
気
委
員

会
｣
四
二
-
四
入
貢
参
照
｡

(19
)
.
第
三
回
電
気
委
員
会
で
の
平
沢
逓
信
書
記
官
の
発
言
｡
逓
信
省
電
気
局

『
電
気
委
員
会

(第
三
回
)
議
事
録
』
(
一
九
三
三
年
)
五
九
貢
｡
.

(20
)

第
三
回
電
気
委
員
会
で
の
清
水
電
気
局
長
の
発
言
｡
逓
膚
省
電
気
局
'

前
掲

『
電
気
委
員
会

(第
三
回
)
議
事
録
』
三
九
頁
｡

(21
)

電
気
委
員
会
が
策
定
し
た
一
九
三
四
-
三
八
年
'
三
五
十
三
九
年
'
三

六
-
四
〇
年
の
発
電
所
建
設
予
定
計
画
は
'
い
ず
れ
も
超
過
達
成
さ
れ
た
｡

し
か
し
'∵
電
力
国
家
管
理
関
連
法
の
成
立
後
実
行
に
移
さ
れ
た
電
気
委
員
会

の
一
九
三
八
-
四
二
年
の
発
電
所
建
設
予
定
計
画
は
'
主
と
し
て
火
力
開
発

の
立
ち
遅
れ
の
た
め
に
未
達
成
に
終
わ
っ
た
.
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
'

前
掲
拙
稿

｢電
力
連
盟
｣
三
四
八
-
.四
九
頁
参
照
｡

(22
):
.残
る
1
轟
電
所
は
､
鉄
道
省
が
建
設
す
る
も
の
で
あ
っ
た
｡

(23
)

電
気
委
員
会
は
'
以
上
の
四
つ
の
機
能
の
は
か
に
t.
電
力
連
盟
の
活
動

と
は
関
係
な
く
'
･い
く
つ
か
の
独
自
機
能
を
は
た
し
た
｡
ま
ず
､
･
1
九
三
四

■年
二
月
十
九
日
の
第
七
回
電
気
委
員
会
は
'
青
森
県
の
事
例
を
題
材
に
し
て
'

電
力
業
県
営
化
問
題
に
対
す
る
見
解
を
ま
と
め
た
｡
ま
た
二

九
三
五
年
九
月

十
八
日
の
第
九
回
電
気
委
員
会
は
'
東
北
振
興
電
力
㈱
の
設
立
を
東
認
し
た
｡

(24
)

由
井
前
掲

｢満
州
事
変
期
に
お
け
る
電
力
政
策
｣

7
二
〇
貢
.

(cqLL')

新
電
気
事
業
法
の
制
定
過
程
に
つ
い
て
詳
し
-
は
'
電
力
政
策
研
究
傘

編
'
前
掲

『電
気
事
業
法
制
史
』
三
八
八
-
四

一
八
'
四
五
九
～
八
一
貢
'

於
永
長
男

｢経
済
成
長
期
の
電
気
事
業
｣
(小
竹
即

一
編

『
電
力
百
年
史

後
篇
』
､
政
経
社
'

一
九
八
〇
年
'
第
九
章
)
四
七
六
-
五
〇
四
貢
参
照
｡
.

(gS)

電
気
事
業
再
編
成
に
つ
い
て
は
'
拙
稿

｢電
気
事
業
再
編
成
研
究
の
課

題
｣
(青
山
学
院
大
学

『青
山
経
営
論
集
』
第
二
四
巻
第

一
号
'

一
九
八
九

年
)
'
拙
稿

｢
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
再
建
｣
(通
商
産
業
省
編

『通
商
産
業
政

策
史
第
三
巻
』
'
近
刊
予
定
'
第

一
期
第
四
章
第

一
節
)
参
照
｡

(27
)

公
益
事
業
委
員
会
に
つ
い
て
は
'
拙
稿

｢電
源
開
発
の
推
進
｣
(通
商

産
業
省
編

周通
商
産
業
政
策
史
第
七
巻
』
'

1
九
九

1
年
'
第
二
期
第
八
草

第
三
節
)
参
照
O
･

(28
)

電
力
行
政
の
主
管
官
庁
は
'
戦
前
の
逓
信
省
か
ら
'

1
九
四
三
年
十

7

月
以
降
軍
需
省
'

1
九
四
五
年
八
月
以
降
商
工
省
'

1
九
四
九
年
五
月
以
降

通
産
省
.
へ
と
変
化
し
た
O

(29
)

電
気
事
業
再
編
成
に
対
す
る
通
産
省
の
対
応
に
つ
い
て
は
'
拙
稿

｢資

料
'
電
気
事
業
再
編
成
と
商
工
省

･
通
産
省

Sは｣
(青
山
学
院
大
学

『青
山

経
営
論
集
』
第
二
四
巻
第
二
号

･
第
三
号
'

一
九
八
九
年
)
参
照
｡

(30
)

通
商
産
業
省
公
益
事
業
局
編

『電
気
事
業
の
現
状

1

昭
和
二
八
二
一.

九
年
度
電
力
白
書
』
(
1
九
五
五
年
)
二
三
貢
O

(31
)

旧
電
気
事
業
法
は
'
電
気
事
業
再
編
成
に
と
も
な
い
'

1
九
五
〇
年
十

二
月
に
廃
止
さ
れ
て
い
た
｡

(32
)
.新
電
気
事
業
法
の
制
定
が
遅
延
.し
た
直
接
の
原
因
は
'
水
利
権
所
管
問

題
や
旧
公
営
電
気
事
業
等
の
復
元
問
題
で
'
関
係
各
省
間
の
調
整
が
つ
か
な
.
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か
っ
た
こ
と
に
あ

っ
た
.
し
か
し
'
①

｢電
気
及
び
ガ
ス
関
係
法
令
改
正
審

議
会
｣
の
電
気
事
業
部
会
に
お
い
て
'
供
給
区
域
独
占
.を
め
ぐ

っ
て
激
論
が

交
わ
さ
れ
た
こ
と
､
◎
電
気
事
業
審
議
会
に
お
い
て
'
｢企
業
体
制
の
問
題

が
最
も
重
点
を
お
い
て
審
議
さ
れ
た
｣

(松
永
前
掲

｢経
済
成
長
期
の
電
気

事
業
｣
四
九
三
貢
)
こ
と
'
な
ど
か
ら
わ
か
る
よ
Jh
に
t
よ
り
根
本
的
な
原

因
は
'
電
力
業
の
企
業
体
制
に
関
し
て
'
関
係
者
の
あ
い
だ
に
コ
･ソ
セ
ソ
サ

ス
が
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
点
に
あ
っ
た
､
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

(33
)

於
永
前
掲

｢経
済
成
長
期
の
電
気
事
業
｣
四
八
一
貫
｡

(34
)

電
力
政
策
研
究
会
編
'
前
掲

『
電
気
事
業
法
制
史
』
四
六
七
貢
Q.

(35
)

電
力
政
策
研
究
会
編
'
前
掲

『電
気
事
業
法
制
史
』
四
七
二
-
七
三
貢
｡

(36
)

以
下
の
九
電
力
体
制
の
安
定
性
増
大
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
詳
し
-

は
､
前
掲
拙
稿

｢電
力
｣
三
五
八
-
六
八
五
'
前
掲
拙
稿

｢電
源
開
発
の
推

進
｣
参
照
｡

(37
)

九
電
力
会
社
の
発
電
設
備
能
力
で
は
一
九
六
一
年
に
'
発
電
電
力
量
で

は
一
九
六
〇
年
に
'
そ
れ
ぞ
れ
火
力
が
水
力
を
凌
駕
し
た
｡
ま
た
'
九
電
力

全
体
の
汽
力
発
電
用
燃
料
構
成
に
お
い
て
石
油
が
石
炭
を
上
回
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
､

一
九
六
四
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
｡
高
能
率
大
容
量
の
火
力
発
電

所
の
建
設
と
'
石
炭
よ
り
低
廉
な
石
油
の
燃
料
使
用
は
t
h
ス
J,ダ
ウ
ン
に

貢
献
し
た
.

(38
)

一
九
六
四
年
制
定
の
新
電
気
事
業
法
の
全
文
は
'
電
力
政
策
研
究
会
編
'

前
掲

『電
気
事
業
法
制
史
』
四
八
1
-
五
三
二
貢
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
｡

(39
)

鈴
木
前
掲

｢電
力
産
業
｣
二
一
五
-
一
六
貢
参
照
｡

(40
)

武
田
前
掲

｢資
料
研
究
-

燃
料
局
石
油
行
政
前
史
｣

1
七
.1
PA
.
阿

部
聖

｢第
二
次
大
戦
前
に
お
け
る
日
本
石
油
産
業
と
米
英
石
油
資
本
｣

(中

央
大
学

『商
学
論
纂
』
第
二
三
巻
第
四
号
'

一
九
八
一
年
)

一
八
〇
貢
参
照
｡

以
下
の
旧
石
油
業
法
の
制
定
過
程
に
関
す
る
記
述
は
'
こ
れ
ら
両
論
文
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
.0

(
41

)

｢
石
油
政
策
に
関
す
る
調
査
会
｣
に
つ
.い
て
詳
し
く
は
'
武
田
前
掲

｢資

料
研
究
-

燃
料
局
石
油
行
政
前
史
｣

一
七

一
-
七
二
貢
参
照
｡

(42
)

井
口
前
掲

『現
代
日
本
産
業
発
達
史

Ⅱ
石
油
』

一
九
六
-
九
七
貢
参
照
｡

(
43

)

武
田
前
掲

｢資
料
研
究
-

燃
料
局
石
油
行
政
前
史
｣

一
七
二
貢
｡

(

4
4

)

武
田
前
掲

｢資
料
研
究
-

燃
料
局
石
油
行
政
前
史
｣

一
七
二
頁
｡

(45
)

商
工
省
は
'
農
商
務
省
の
後
身
と
し
て
'

一
九
二
五
年
四
月
に
発
足
し

た
｡

(胡
)

燃
料
調
査
委
員
会
に
つ
い
て
詳
し
-
は
'
武
田
前
掲

｢資
料
研
究
-

燃
料
局
石
油
行
政
前
史
｣

1
七
五
-
二
〇
入
貢
参
照
o

(47
)

燃
料
調
査
委
員
会
の
答
申
に
つ
い
て
は
'
通
商
産
業
省
編

『商
工
政
策

史
第
二
三
巻
鉱
業

(下
)
』
(
一
九
八
〇
年
)

一
四
七
～
五
三
貢
参
照
｡

(48
)

武
田
前
掲

｢資
料
研
究
I

燃
料
局
石
油
行
政
前
史
｣
二
〇
五
貢
Q

(49
)

阿
部
前
掲

｢第
二
次
大
戦
前
に
お
け
る
日
本
石
油
産
業
と
米
英
石
油
資

本
｣

一
八
一
貢
｡

(
50

)

燃
料
調
査
委
員
会
の
答
申
は
'
｢第
二
'
我
国
燃
料
ノ
将
来

二
対
ス
ル

根
本
方
策
｣
中
の

｢
一
'
緒
言
｣
の
な
か
で
'
｢現
在
我
国
へ
ノ
石
油
ノ
供

給
国
タ
ル
北
米
合
衆
国
'
蘭
領
印
度
及
英
領
印
度
等
ノ
石
油
事
業

ハ
『
ロ
ー

ヤ
ル
'
ダ
ッ

チ
'

シ
ェ
ル
』

『
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
』
等
少
数
ノ
大
資
本
団
ノ
手

二
統
合
セ
ラ
レ
ッ
ツ
ア
リ
テ
之
等
資
本
団
ノ
背
後

ニ
ハ
之
ヲ
後
援
支
配
ス
ル

英
米
両
国
ノ
政
府
ア
リ
而
シ
テ
之
等
政
府
及
営
利
資
本
団
ノ
好
意

ハ
将
来

二

於
テ
必
ス
シ
モ
之
ヲ
期
待
シ
得
サ
ル
｣
(通
商
産
業
省
編
'
前
掲

『商
工
政

策
史
第
二
三
巻
鉱
業
(下
)
』

一
四
七
貢
)
と
述
べ
た
｡

(51
)

商
工
審
議
会
に
お
け
る
石
油
問
題
の
審
議
に
つ
い
て
詳
し
-
ほ
'
通
商

産
業
省
編

『商
工
政
策
史
第
四
巻
重
要
調
査
会
』
(
.一
九
六

一
年
)
四
五
九

-
九
五
貢
'
武
田
前
掲

｢資
料
研
究
-

燃
料
局
石
油
行
政
前
史
｣
二
一
〇

rJ
〓
ll貢
参
照
｡

(
5
)
.
こ
の
商
工
審
議
会
の
答
申
に
つ
い
て
は
'
通
商
産
業
省
編
'
前
掲

『商

222



エ
政
策
史
第
二
三
巻
鉱
業
(下
)』

一
五
四
頁
参
府
｡

(
53
)

商
工
省
鉱
山
局
が
発
表
し
た
二
案
に
つ
い
て
は
'
北
沢
新
次
郎

･
宇
井

丑
之
助

『
石
油
経
済
論
』
(千
倉
書
房
'

一
九
四

一
年
)
四
九
二

-
九
四
貢

参
照
｡

(
54
)

武
田
前
掲

｢資
料
研
究
-

燃
料
局
石
油
行
政
前
史
｣
二
二
一
貫
参
照
｡

(
55
)

｢液
体
燃
料
問
題
三
関
ス
ル
関
係
各
省
協
議
会
｣
に
つ
い
て
詳
し
-
は
'

武
田
前
掲

｢資
料
研
究
-

燃
料
局
石
油
行
政
前
史
｣
二
二
〇
-
二
二
頁
参

照
｡

(
5
)

こ
の

｢
石
油
国
策
実
施
要
綱
｣
に
つ
い
て
は
'
武
田
前
掲

｢資
料
研
究

-

燃
料
局
石
油
行
政
前
史
｣
二
二
一
-
二
二
貢
参
照
｡

(
57
)

正
式
名
称
は
'
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
･
ペ
ト
ロ
-
ア
ム
･
カ
ン
パ
ニ
ー
｡

英
蘭
系
の
ロ
イ
ヤ
ル
･
ダ
ッ
チ

･
シ
ェ
ル
･
グ
ル
ー
プ
に
所
属
す
る
ア
ジ
ア

ア
チ
ッ
ク
･
ペ
ト
D.リ
ア
ム
の
日
本
子
会
社
o

(
58
)

正
式
名
称
は
.
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

･■
ヴ
ァ
キ
ュ
ー
ム
･
オ
イ
ル
･
カ
ン
パ

ニ
ー
｡
米
国
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
･
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
ソ
コ
ニ
ー
･
ヴ
ァ

キ
ュ
ー
ム
の
共
同
子
会
社
O
ス
タ
ン
グ
ァ
ッ
ク
お
よ
び
そ
の
前
身
各
社
の
戦

前
の
日
本
に
お
け
る
事
業
活
動
に
つ
い
て
は
'
拙
稿

｢太
平
洋
戦
争
以
前
の

日
本
に
お
け
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

･
ヴ
ァ
キ
ュ
ー
ム
･
オ
イ
ル
の
事
業
活
動
｣

(『経
営
史
学
』
第
二
四
巻
第
四
号
'

一
九
九
〇
年
)
参
照
｡
ま
た
'
旧
石
油

業
法
に
対
す
る
ス
タ
ン
グ
ァ
ッ
ク
の
対
応
に
つ
い
て
は
'
拙
稿

｢
1
九
三
四

年
の
日
本
の
石
油
業
法
と
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

･
ヴ
ァ
キ
ュ
ー
ム
･
オ
イ
ル
･
カ

ン
パ
ニ
-

3切籾仙｣
(青
山
学
院
大
学

『青
山
経
営
論
集
』
第
二
三
巻
第

四
号
'
第
二
四
巻
第
二
号

･
第
三
号

･
第
四
号
'

一
九
八
九
-
九
〇
年
)
参

照
｡

(
59
)

cf.
M
e
m
oran
dum
of
C
on
v
ersa

t
i
o

n
atT
oky
o
C
lu
b)Jan
uary

97
193
5

(英
国
サ
リ
ー
州
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
の

P
ublic
R

ecord
O
fh
ce
所

蔵
の
ク
ラ
ス
F
.0
,2
6
2
)

B
r
iti払h
E

m
bassy
a
n
d
C
onSuta
r
A
r
chive町)

フ
ァ
イ
ル
･
ナ
ソ
バ
-
2
6
9
〔

)
9
3
5
〕
.
P
a
rt
4)
.

(60
)

c
f.
L
etter
,
K
ersey
F
.C
oe
to
ュ.C
,
G
ootd一
N
ov
em
ber
tg,

)
9
3
4

(
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン

D
.C
.
の

N
at

i

o

n
a
t
A
rch
iv
es
所
蔵

の
レ
コ

ー
ド
グ
ル
ー
プ

･
ナ
ン
バ
I
59
9

G
en
eratR
ec
ords
of
th
e
D
epa
rtm
en
t

of
State)
フ
ァ
イ
ル
･
ナ
ン
バ
ー
894
.6
3
6
3
J
t
3
9
)
.

(
61
)

以
上
の
燃
料
調
査
委
員
会
の
主
査
委
員
会
が
作
成
し
た
石
油
企
業
合
同

の
具
体
案
に
つ
い
て
の
議
論
は
'
武
田
前
掲

｢資
料
研
究
1

燃
料
局
石
油

行
政
前
史
L

T
八
八
-
九
二
貢
に
よ
る
O

(62
)

cf.
C
onv
ersa
t
i
on
)
E
d
wi

n

L
.
N
ev
ilte
an
d
Sa
bu
ro
K
u
ru
su
,

N
ov
em
ber
3
0
,

)934
(前
掲

G
en
era
t
R
ec
ords
of
th
e
D
ep
artm
ent

of
S
ta
te,
フ
ァ
イ
ル
･
ナ
ン
バ
ー
8
94.6
3
6
3
J
t
5

3
)
.

(
63
)

1
九
三
四
年
制
定
の
旧
石
油
業
法
の
条
文
に
つ
い
て
は
'
武
田
前
掲

｢資
料
研
究
-

燃
料
局
石
油
行
政
前
史
｣
二
二
四
-
二
五
頁
参
照
｡

(64
)

以
下
の
旧
石
油
業
法
の
運
用
に
つ
い
て
詳
し
-
は
'
発
表
準
備
中
の
拙

稿

｢
一
九
三
四
年
の
石
油
業
法
と
外
国
石
油
会
社
と
の
交
渉
｣
(
一
九
九

°

年
脱
稿
)
参
鼎
｡

(65
)

以
下
の
新
石
油
業
法
に
関
す
る
記
述
は
'
東
亜
燃
料
工
業
株
式
会
社

『東
燃
三
十
年
史

下
巻
』
(
1
九
七

1
年
)
111
一
-
五
〇
貢
'
日
本
石
油

株
式
会
社

『
日
本
石
油
百
年
史
』
(
一
九
八
八
年
)
五
八
九

-
九
六
'
六
三

七
-
四
六
文
'
済
藤
前
掲

｢
石
油
｣
二
三
六
-
五
六
頁
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
｡

(
66
)

こ
の
中
間
報
告
に
つ
い
て
は
'
前
掲

『
日
本
石
油
百
年
史
』
五
九

〇
貢

参
願
｡

(67
)

済
藤
前
掲

｢
石
油
｣
二
三
九
貢
参
照
｡

(6
)

さ
ら
に
'
新
石
油
業
法
の
制
定
に
反
対
の
立
場
を
と
っ
た
メ
ジ
ャ
ー
ズ

も
'
｢強
い
反
対
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
｣
(済
藤
前
掲

｢
石
油
｣
二
四
〇
頁
)

と
言
わ
れ
て
い
る
｡
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(
69
)
脇
村
は
'
立
ネ
ル
ギ
ー
懇
談
会
が

｢
石
油
政
策
に
関
す
る
中
間
報
告
｣

を
発
表
し
た
際
に
1

新
石
油
業
法
制
定
の
必
要
性
を
主
張
し
た
多
数
意
見
に

対
し
て
'
そ
の
不
要
性
を
説
い
た
少
数
意
見
を
唱
え
た
'
唯

1
の
委
員
で
あ

っ
た
｡

(70
)

一
九
六
二
年
の
新
石
油
業
法
を
さ
す
｡

(
71
)
二

九
三
四
年
の
旧
石
油
業
法
を
さ
す
?

(72
)

一
九
六
二
年
の
新
石
油
業
法
を
さ
す
｡.

(73
)

日
本
経
営
史
研
究
所

『脇
対
義
太
郎
対
談
集
』
(
一
九
九

〇
年
)
六
五
頁
｡

(
74
)

こ
の
最
終
見
解
に
つ
い
て
は
'
済
藤
前
掲

｢
石
油
｣
二
三
九
貢
参
照
｡

(75
)

1
九
六
二
年
の
新
石
油
業
法
を
さ
す
?.

(
76
)

前
掲

『東
燃
三
十
年
史

下
巻
』
.
四
〇
九
京
｡

(77
)
二

九
六
二
年
制
定
の
新
石
油
業
法
の
条
文
に
つ
い
て
は
'
前
掲

『東
燃

三
十
年
史

下
巻
』
三
九
-
四
三
貢
参
照
｡

一(
78
)

田
中
前
掲

｢
石
油
産
業
｣

一
五

一
貫
｡

〆■!ら■:IliiZ!

い 聖 e9L9

1
九
六
二
年
の
新
石
油
業
法
を
さ
す
｡

済
藤
前
掲

｢
石
油
｣
二
四
五
貢
｡

新
石
油
業
法
に
も
と
づ
-
政
府
の
介
入
は
'
成
功
し
た
と
は
言
い
が
た

(
こ
の
点
に
つ
い
て
は
'
例
え
ば
'
並
木
信
義

『通
産
省
の
終
蔦
』
'
ダ

224

イ
ヤ
モ
ン
ド
社
'

1
九
八
九
年
'
六

7
-
7
1
三
景
参
照
)O

た
だ
し
'
そ

の
こ
と
は
'
新
石
油
業
法
が
政
府
介
入
を
特
徴
と
す
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
'

否
定
す
る
も
の
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
O

(82
)

前
掲

『
日
本
石
油
青
年
史
』
.六
三
九
貢
｡

(
83
)

た
だ
し
'
松
永
の

『電
力
統
制
私
見
』
が
す
ぐ
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
'

1
九
三
〇
年
代
の
時
点
で
の
電
力
業

･界
の
調
整
能
力
に
は

1
定
の
限
界
が
あ

っ
た
.
こ
の
こ
と
は
'
業
界
の
猛
反

対
に
も
か
か
わ
ら
ず
t

T
九
三
九
年
に
電
力
国
家
管
理
が
強
行
さ
れ
た
こ
と

の
1
因
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

(
こ
の
点
に
つ
い
て
は
'
稿
前
掲
拙

｢電

力
統
制
と
五
大
電
力
経
営
者
｣

1
九
-
二

1
頁
参
照
)
｡


	img-Y02141123
	img-Y02141138
	img-Y02141150
	img-Y02141204
	img-Y02141219
	img-Y02141235
	img-Y02141247
	img-Y02141305
	img-Y02141321
	img-Y02141337
	img-Y02141351
	img-Y02141405
	img-Y02141417
	img-Y02141430



